
令和６年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第１回

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和６年１月 24 日（水）　　10 時 00 分～12 時 00 分

［注意事項］
 1 ．	受験票は机の前方に常に提示しておく。
 2 ．	�机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ない。
 3 ．	�携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまう。（アラーム等の音がでる設定は解除する。）
 4 ．	�開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認する。
	� 化学は 1 ～ 12 ページ，生物は 13 ～ 27 ページ，数学は 29 ～ 34 ページ，国語は 

35 ～ 50 ページである。解答用紙は試験選択科目ごとに 1 枚，合計 2 枚である。
	 落丁等があれば，手をあげて監督者に知らせる。
 5 ．	�はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入する。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択する。
 6 ．	�つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄をマーク

する。
 7 ．	�解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことが

ある。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の
対象外になる。

 8 ．	�問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

 9 ．	�途中退出は認めない。
10 ．	�問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

学  校  法  人　　都  築  学  園
第 一 薬 科 大 学





とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。
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問１　細胞内の構造物の多くは無色であり，そのままでは観察しにくいため，染色液を

用いて観察される。染色液であるヤヌスグリーンは，細胞のどの構造物を主に染色

するか。

1　核
2　葉緑体
3　細胞膜
4　液胞
5　ミトコンドリア

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問４　タンパク質とその構造に関する記述のうち，誤っているものはどれか。

1　タンパク質は，ペプチド結合によりアミノ酸が多数つながってできている。
2　タンパク質の三次構造とは，ジグザグ状やらせん状の構造をいう。
3　タンパク質は，離れたアミノ酸どうしが，水素を介した弱い結合を形成するこ

とで，より安定した構造をとっている。
4　タンパク質は，高温処理により水素を介した弱い結合などが壊れ，立体構造が

変化する。
5　タンパク質は，強い酸やアルカリなどを作用させることで立体構造が壊れ，変性

する。
6　複数のポリペプチドが組み合わさってできる立体構造をタンパク質の四次構造

という。

－3－

問２　酵素に関する以下の文章の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せ

はどれか。

酵素が触媒として化学反応を促進するときには，まず酵素の（　ア　）に基質が

結合し，酵素-基質複合体を形成する。次に，（　ア　）に結合していた基質が生

成物に変化して酵素から離れる。酵素反応が起こるときには鍵と鍵穴のように酵

素と基質の組合せが決まっている場合があり，これを酵素の（　イ　）という。

酵素反応では，多くの場合，35 ～ 40℃程度で反応速度が最大となる。この温度

を（　ウ　）という。温度をさらに上昇させると反応速度は次第に減少し，つい

には触媒としてはたらかなくなる。この状態を酵素の（　エ　）という。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 活性部位 基質特異性 反応温度 失活
2 フィードバック部位 基質特異性 最大温度 失活
3 活性部位 基質特異性 最適温度 失活
4 フィードバック部位 基質安定性 反応温度 消化
5 活性部位 基質安定性 最大温度 消化
6 フィードバック部位 基質安定性 最適温度 消化

問３　窒素固定と窒素同化に関する記述のうち，正しいものはどれか。

1　植物の窒素同化では，酵素のはたらきで，グルタミン酸とアンモニウムイオン

からケトグルタル酸が合成される。
2　窒素固定細菌は，窒素固定に植物との共生を必要とし，単独で窒素固定を行う

ことはない。
3　窒素固定細菌による窒素固定では，大気中の窒素からアンモニウムイオンがつ

くられる。
4　植物が根から取り込むアンモニウムイオンは，脱窒素細菌のはたらきで生じる。
5　動物は，主にアンモニウムイオンから有機窒素化合物を合成する。
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問７　血液の有形成分に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　成人の赤血球は分裂して増殖する。
ｂ　赤血球に含まれるヘモグロビンは，4本のポリペプチド鎖それぞれにヘムをもつ
タンパク質である。

ｃ　白血球には核がない。
ｄ　古くなった赤血球はひ臓や肝臓で破壊される。
ｅ　ある体積の血液に含まれる数は，赤血球よりも白血球の方が多い。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｂ，ｅ）	 8　（ｃ，ｄ）	 9　（ｃ，ｅ）
10　（ｄ，ｅ）

問８　血液の働きによって運搬されるものとして誤っているものの組み合わせはど

れか。

ａ　アミノ酸
ｂ　アンモニア
ｃ　内分泌腺の分泌物
ｄ　グルコース
ｅ　外分泌腺の分泌物
ｆ　原尿
ｇ　二酸化炭素
ｈ　尿素

1　（ａ，ｂ）	 2　（ｃ，ｄ）	 3　（ｅ，ｆ）
4　（ｇ，ｈ）	 5　（ａ，ｃ）	 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｅ，ｇ）	 8　（ｆ，ｈ）	 9　（ｃ，ｅ）
10　（ｄ，ｆ）

－5－

問５～問８　ヒトの血液に関する以下の文章A，Bを読み，設問に答えよ。

Ａ�　血液は，液体成分である（　ア　）と有形成分に大別できる。（　ア　）は，

毛細血管壁の隙間からしみ出して（　イ　）となる。（　イ　）の大部分は再び	

毛細血管に戻るが，残りは（　ウ　）に入って（　エ　）となり，心臓の近くで

血液に合流する。

問５　（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ）

１ 血しょう リンパ液 静脈 静脈血

2 血しょう 組織液 リンパ管 リンパ液

3 血しょう 細胞内液 リンパ管 組織液

4 血清 リンパ液 静脈 静脈血

5 血清 組織液 リンパ管 リンパ液

6 血清 細胞内液 静脈 リンパ液

Ｂ�　出血すると，傷口に（　オ　）が集まり出血を止める。また，（　ア　）中の	

凝固因子やカルシウムイオンなどの働きにより，繊維状のタンパク質である	

（　カ　）が形成される。（　カ　）は血球と絡み合って（　キ　）を形成し，傷

口をふさぐ。

問６　（オ）～（キ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（オ） （カ） （キ）

１ フィブリノゲン トロンビン 血ぺい

2 フィブリノゲン プラスミン フィブリン

3 フィブリノゲン フィブリン 血ぺい

4 血小板 トロンビン フィブリン

5 血小板 フィブリン 血ぺい

6 血小板 プラスミン フィブリン
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問10　文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ） （エ）

１ 腎静脈 50 アンモニア 還元

2 毛細血管 99 尿素 濃縮

3 腎静脈 20 イヌリン 濾過

4 毛細血管 80 ヘモグロビン 浄化

問11　筋肉に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　筋原繊維には明るく見える明帯と暗く見える暗帯があり，明帯にはミオシン

フィラメントが，暗帯にはアクチンフィラメントが存在している。

ｂ　神経により筋繊維が刺激されると，筋細胞膜から内側に伸びたT管を介して 

筋小胞体に興奮が伝わり，筋小胞体からCa2+が放出される。

ｃ　Ca2+と結合したトロポニンは，ミオシン頭部を覆っていたトロポミオシンを外

し，ミオシン頭部とアクチンフィラメントとの相互作用を可能な状態にする。

ｄ　ミオシン頭部にはATP分解酵素の働きがあり，ATPを分解したエネルギーに
よって構造変化し，アクチンフィラメントに結合して筋収縮が始まる。

ｅ　動物の運動は，通常，骨格筋の単収縮によって起こる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ｂ，ｃ）
4　（ｂ，ｄ）	 5　（ｂ，ｅ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ｃ，ｅ）	 8　（ｄ，ｅ）

－7－

問９，問10　腎臓に関する以下の設問に答えよ。

腎動脈に送り込まれた血液は，糸球体に送られ濾
ろ

過される。糸球体では血しょう

の一部が血圧によってボーマン嚢
のう

へ押し出され，原尿となる。原尿には（　Ａ　）

などが含まれている。一方，血球や血しょう中に溶けている（　Ｂ　）などは，

血管壁とボーマン嚢の壁などからなる膜を通り抜けることができないため，血液

中に残る。

原尿に含まれる，（　Ａ　），水分などは，細尿管を取りまく（　ア　）に再吸収

される。細尿管を通り越した原尿は集合管に送られ，更に水分などが再吸収され尿

になる。再吸収される水分の量は約（　イ　）％である。（　ウ　）などの老廃物

は，再吸収されにくいため（　エ　）され，尿の成分となって体外に排出される。

問９　文章中の空欄（Ａ），（Ｂ）に当てはまる物質の正しい組合せはどれか。

ａ　グルコース　			　ｂ　様々なイオン　			　ｃ　アミノ酸　			　ｄ　タンパク質

（Ａ） （Ｂ）

１ ａのみ （ｂ，ｃ，ｄ）
2 （ａ，ｂ） （ｃ，ｄ）
3 （ａ，ｂ，ｃ） ｄのみ
4 ｂのみ （ａ，ｃ，ｄ）
5 （ｂ，ｃ） （ａ，ｄ）
6 （ｂ，ｃ，ｄ） ａのみ
7 ｃのみ （ａ，ｂ，ｄ）
8 （ｃ，ｄ） （ａ，ｂ）
9 （ａ，ｃ，ｄ） ｂのみ
10 ｄのみ （ａ，ｂ，ｃ）
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ａ　筋原繊維には明るく見える明帯と暗く見える暗帯があり，明帯にはミオシン

フィラメントが，暗帯にはアクチンフィラメントが存在している。

ｂ　神経により筋繊維が刺激されると，筋細胞膜から内側に伸びたT管を介して 

筋小胞体に興奮が伝わり，筋小胞体からCa2+が放出される。

ｃ　Ca2+と結合したトロポニンは，ミオシン頭部を覆っていたトロポミオシンを外

し，ミオシン頭部とアクチンフィラメントとの相互作用を可能な状態にする。

ｄ　ミオシン頭部にはATP分解酵素の働きがあり，ATPを分解したエネルギーに
よって構造変化し，アクチンフィラメントに結合して筋収縮が始まる。

ｅ　動物の運動は，通常，骨格筋の単収縮によって起こる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ｂ，ｃ）
4　（ｂ，ｄ）	 5　（ｂ，ｅ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ｃ，ｅ）	 8　（ｄ，ｅ）

－7－

問９，問10　腎臓に関する以下の設問に答えよ。

腎動脈に送り込まれた血液は，糸球体に送られ濾
ろ

過される。糸球体では血しょう

の一部が血圧によってボーマン嚢
のう

へ押し出され，原尿となる。原尿には（　Ａ　）

などが含まれている。一方，血球や血しょう中に溶けている（　Ｂ　）などは，

血管壁とボーマン嚢の壁などからなる膜を通り抜けることができないため，血液

中に残る。

原尿に含まれる，（　Ａ　），水分などは，細尿管を取りまく（　ア　）に再吸収

される。細尿管を通り越した原尿は集合管に送られ，更に水分などが再吸収され尿

になる。再吸収される水分の量は約（　イ　）％である。（　ウ　）などの老廃物

は，再吸収されにくいため（　エ　）され，尿の成分となって体外に排出される。

問９　文章中の空欄（Ａ），（Ｂ）に当てはまる物質の正しい組合せはどれか。

ａ　グルコース　			　ｂ　様々なイオン　			　ｃ　アミノ酸　			　ｄ　タンパク質

（Ａ） （Ｂ）

１ ａのみ （ｂ，ｃ，ｄ）
2 （ａ，ｂ） （ｃ，ｄ）
3 （ａ，ｂ，ｃ） ｄのみ
4 ｂのみ （ａ，ｃ，ｄ）
5 （ｂ，ｃ） （ａ，ｄ）
6 （ｂ，ｃ，ｄ） ａのみ
7 ｃのみ （ａ，ｂ，ｄ）
8 （ｃ，ｄ） （ａ，ｂ）
9 （ａ，ｃ，ｄ） ｂのみ
10 ｄのみ （ａ，ｂ，ｃ）

－6－ －21－



問13　次の文章の（ア）～（エ）に入る植物ホルモンの正しい組合せはどれか。

１　挿し木を行う場合には，（　ア　）が発根促進剤として利用されている。

２　糸状菌Gibberella fujikuroi が生成する（　イ　）は細胞伸長を著しく促進する

ことから，この菌に感染して発病するイネの病気は「ばか苗病」とよばれている。

３　いくつかの果実や野菜は未熟な状態で収穫し，消費地へ輪送中に成熟を促進さ

せる（　ウ　）処理が行われている。

４　種子が熟してくると，不適切な条件下で発芽することを防ぐため（　エ　）が
蓄積され，休眠が誘導される。（　イ　）と（　エ　）は，拮抗的に働いて， 
種子の休眠と発芽は，（　イ　）と（　エ　）のバランスによって調整されている。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ジベレリン オーキシン エチレン サイトカイニン
2 ジベレリン アブシシン酸 サイトカイニン エチレン
3 オーキシン ジベレリン エチレン アブシシン酸
4 オーキシン アブシシン酸 エチレン ジベレリン
5 アブシシン酸 ジベレリン エチレン オーキシン
6 アブシシン酸 オーキシン ジベレリン エチレン
7 サイトカイニン ジベレリン エチレン アブシシン酸
8 サイトカイニン アブシシン酸 ジベレリン エチレン

－9－

問12　ヒトの聴覚に関する説明である。次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。

ヒトの耳は外耳，中耳，内耳からできており，聴覚と平衡覚という２種類の感覚

の受容器をもっている。音は，（　ア　）で集められて外耳道を通り，（　イ　）

を振動させる。その振動は，中耳の（　ウ　）を介して，内耳の卵円窓から 

（　エ　）に伝えられる。（　エ　）は，らせん状の管で引き伸ばすと約35㎜になる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 耳殻 耳小骨 半規管 前庭
2 耳殻 鼓膜 うずまき管 耳小骨
3 耳殻 鼓膜 耳小骨 うずまき管
4 鼓膜 耳小骨 うずまき管 半規管
5 鼓膜 耳小骨 前庭 うずまき管

－8－－ 22－



問13　次の文章の（ア）～（エ）に入る植物ホルモンの正しい組合せはどれか。

１　挿し木を行う場合には，（　ア　）が発根促進剤として利用されている。

２　糸状菌Gibberella fujikuroi が生成する（　イ　）は細胞伸長を著しく促進する

ことから，この菌に感染して発病するイネの病気は「ばか苗病」とよばれている。

３　いくつかの果実や野菜は未熟な状態で収穫し，消費地へ輪送中に成熟を促進さ

せる（　ウ　）処理が行われている。

４　種子が熟してくると，不適切な条件下で発芽することを防ぐため（　エ　）が
蓄積され，休眠が誘導される。（　イ　）と（　エ　）は，拮抗的に働いて， 
種子の休眠と発芽は，（　イ　）と（　エ　）のバランスによって調整されている。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ ジベレリン オーキシン エチレン サイトカイニン
2 ジベレリン アブシシン酸 サイトカイニン エチレン
3 オーキシン ジベレリン エチレン アブシシン酸
4 オーキシン アブシシン酸 エチレン ジベレリン
5 アブシシン酸 ジベレリン エチレン オーキシン
6 アブシシン酸 オーキシン ジベレリン エチレン
7 サイトカイニン ジベレリン エチレン アブシシン酸
8 サイトカイニン アブシシン酸 ジベレリン エチレン

－9－

問12　ヒトの聴覚に関する説明である。次の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。

ヒトの耳は外耳，中耳，内耳からできており，聴覚と平衡覚という２種類の感覚

の受容器をもっている。音は，（　ア　）で集められて外耳道を通り，（　イ　）

を振動させる。その振動は，中耳の（　ウ　）を介して，内耳の卵円窓から 

（　エ　）に伝えられる。（　エ　）は，らせん状の管で引き伸ばすと約35㎜になる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 耳殻 耳小骨 半規管 前庭
2 耳殻 鼓膜 うずまき管 耳小骨
3 耳殻 鼓膜 耳小骨 うずまき管
4 鼓膜 耳小骨 うずまき管 半規管
5 鼓膜 耳小骨 前庭 うずまき管

－8 － －23－



問15　胚葉と胚葉から形成される組織・器官の組合せとして正しいものはどれか。

胚葉 組織・器官
１ 内胚葉 脊索，体節
2 内胚葉 心臓，血管
3 中胚葉 肝臓，すい臓
4 中胚葉 消化管，肺
5 外胚葉 表皮，真皮
6 外胚葉 脳，脊髄

問16　次の文章は，それぞれ第一分裂の過程について述べたものである。	染色体の乗換

えがおこるのはいつか。

1　二価染色体が赤道面に並ぶ。
2　二価染色体が対合面で分離して両極へ移動する。
3　相同染色体同士が対合する。
4　細胞質が二分される。

－11－

問14　リンゴの果実の成熟に関する実験である。図のように，未熟リンゴだけが入った

箱の中に未熟リンゴを入れて，一定時間経過しても箱の中のリンゴは未熟のままで

ある。a～eの実験を行った際に全てのリンゴが成熟する条件を過不足なく含む組合
せはどれか。ただし，全ての実験は，室温25℃の条件で行った。

未熟 未熟

未熟 未熟

未熟

未熟 未熟 未熟

a　成熟したリンゴを入れる。

成熟

未熟 未熟

c　オーキシン溶液が入った
  　 シャーレを入れる。

未熟 未熟

b　エチレンガスを入れる。

エチレン

オーキシン

未熟 未熟

e　ジベレリン溶液が入った
　   シャーレを入れる。

ジベレリン

未熟 未熟

d　サイトカイニン溶液が入った
　  シャーレを入れる。

サイトカイニン

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 　 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 　 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｂ，ｅ）	 8　（ａ，ｂ，ｃ）	 　 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ａ，ｃ，ｅ）

－10－－ 24－



問15　胚葉と胚葉から形成される組織・器官の組合せとして正しいものはどれか。

胚葉 組織・器官
１ 内胚葉 脊索，体節
2 内胚葉 心臓，血管
3 中胚葉 肝臓，すい臓
4 中胚葉 消化管，肺
5 外胚葉 表皮，真皮
6 外胚葉 脳，脊髄

問16　次の文章は，それぞれ第一分裂の過程について述べたものである。	染色体の乗換

えがおこるのはいつか。

1　二価染色体が赤道面に並ぶ。
2　二価染色体が対合面で分離して両極へ移動する。
3　相同染色体同士が対合する。
4　細胞質が二分される。

－11－

問14　リンゴの果実の成熟に関する実験である。図のように，未熟リンゴだけが入った

箱の中に未熟リンゴを入れて，一定時間経過しても箱の中のリンゴは未熟のままで

ある。a～eの実験を行った際に全てのリンゴが成熟する条件を過不足なく含む組合
せはどれか。ただし，全ての実験は，室温25℃の条件で行った。

未熟 未熟

未熟 未熟

未熟

未熟 未熟 未熟

a　成熟したリンゴを入れる。

成熟

未熟 未熟

c　オーキシン溶液が入った
  　 シャーレを入れる。

未熟 未熟

b　エチレンガスを入れる。

エチレン

オーキシン

未熟 未熟

e　ジベレリン溶液が入った
　   シャーレを入れる。

ジベレリン

未熟 未熟

d　サイトカイニン溶液が入った
　  シャーレを入れる。

サイトカイニン

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 　 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 　 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｂ，ｅ）	 8　（ａ，ｂ，ｃ）	 　 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ａ，ｃ，ｅ）

－10－ －25－



問19，問20　図は地球全体の地上生態系における炭素循環経路の一部を模式的に示し

たもので，矢印は炭素の移動の方向を示している。次の設問に答えよ。

大気中の二酸化炭素

A B C

D

問19　図中のＡ，Ｂ，Ｃに当てはまる語句の組合せはどれか。

A B C

１ 植物 動物 細菌・菌類

2 植物 細菌・菌類 動物

3 動物 植物 細菌・菌類

4 動物 細菌・菌類 植物

5 細菌・菌類 植物 動物

6 細菌・菌類 動物 植物

問20　図中のＤは無機的な自然界の活動やヒトの活動を示すものとする。大気中への

二酸化炭素放出につながるものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　落雷による森林火災　			　
ｂ　ガソリン車の運転　			　
ｃ　火山の噴火　			　
ｄ　EVカーの製造

1　（ａ，ｂ）	 　　 2　（ａ，ｃ）	 　　　 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 　　 5　（ｂ，ｄ）	 　　　 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 　　 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 　　 9　（ｂ，ｃ，ｄ）
10　（ａ，ｂ，ｃ，ｄ）

－13－

問17　筋肉についての記述である。誤っているものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　骨格筋はすべて，横紋筋から構成されていて多核である。屈筋と伸筋があり，
伸筋が収縮すると腕や脚が伸びる。

ｂ　骨格筋の筋原繊維は明るく見える明帯と暗くみえる暗帯が交互に連なってい
て，収縮すると明帯が短くなる。

ｃ　筋原繊維の暗帯の中央はＺ膜で仕切られている。Ｚ膜とＺ膜の間をサルコメア
（筋節）という。

ｄ　筋原繊維は２種類のフィラメントが規則正しく重なりあった構造である。太い
ほうをミオシンフィラメント，細いほうをアクチンフィラメントという。

1　（ａのみ）	 2　（ｂのみ）	 3　（ｃのみ）
4　（ｄのみ）	 5　（ａ，ｂ）	 6　（ａ，ｃ）
7　（ａ，ｄ）	 8　（ｂ，ｃ）	 9　（ｂ，ｄ）
10　（ｃ，ｄ）

問18　アメフラシの水管に接触刺激をすると，水管やえらを引っ込める反射行動（引っ

こめ反射）をしめす。この反射は，刺激をくり返していくと徐々に小さくなり，さら

には消えてしまう。これは単純な学習の一種であり「慣れ」とよばれる。このこと

に関する次の記述について，正しいものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　「慣れ」の現象は，えらの運動ニューロンと水管の感覚ニューロンをつなぐシナ
プスでナトリウムチャンネルが不活性化したり，神経伝達物質の量が減ったりし

て起こる。

ｂ　「慣れ」が形成されたアメフラシの尾部に強い刺激を与えると「慣れ」は解除
され，引っこめ反射は回復する。

ｃ　「慣れ」が解除され，引っこめ反射が回復したアメフラシの尾部に，さらに強い
刺激を与えると，通常では反射を起こさないような弱い刺激でも，えら引っ込み

反射行動が起こるようになる。

1　（ａのみ）	 2　（ｂのみ）	 3　（ｃのみ）
4　（ａ，ｂ）	 5　（ａ，ｃ）	 6　（ｂ，ｃ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　なし

－12－－ 26－



問19，問20　図は地球全体の地上生態系における炭素循環経路の一部を模式的に示し

たもので，矢印は炭素の移動の方向を示している。次の設問に答えよ。

大気中の二酸化炭素

A B C

D

問19　図中のＡ，Ｂ，Ｃに当てはまる語句の組合せはどれか。

A B C

１ 植物 動物 細菌・菌類

2 植物 細菌・菌類 動物

3 動物 植物 細菌・菌類

4 動物 細菌・菌類 植物

5 細菌・菌類 植物 動物

6 細菌・菌類 動物 植物

問20　図中のＤは無機的な自然界の活動やヒトの活動を示すものとする。大気中への

二酸化炭素放出につながるものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　落雷による森林火災　			　
ｂ　ガソリン車の運転　			　
ｃ　火山の噴火　			　
ｄ　EVカーの製造

1　（ａ，ｂ）	 　　 2　（ａ，ｃ）	 　　　 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 　　 5　（ｂ，ｄ）	 　　　 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 　　 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 　　 9　（ｂ，ｃ，ｄ）
10　（ａ，ｂ，ｃ，ｄ）

－13－

問17　筋肉についての記述である。誤っているものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　骨格筋はすべて，横紋筋から構成されていて多核である。屈筋と伸筋があり，
伸筋が収縮すると腕や脚が伸びる。

ｂ　骨格筋の筋原繊維は明るく見える明帯と暗くみえる暗帯が交互に連なってい
て，収縮すると明帯が短くなる。

ｃ　筋原繊維の暗帯の中央はＺ膜で仕切られている。Ｚ膜とＺ膜の間をサルコメア
（筋節）という。

ｄ　筋原繊維は２種類のフィラメントが規則正しく重なりあった構造である。太い
ほうをミオシンフィラメント，細いほうをアクチンフィラメントという。

1　（ａのみ）	 2　（ｂのみ）	 3　（ｃのみ）
4　（ｄのみ）	 5　（ａ，ｂ）	 6　（ａ，ｃ）
7　（ａ，ｄ）	 8　（ｂ，ｃ）	 9　（ｂ，ｄ）
10　（ｃ，ｄ）

問18　アメフラシの水管に接触刺激をすると，水管やえらを引っ込める反射行動（引っ

こめ反射）をしめす。この反射は，刺激をくり返していくと徐々に小さくなり，さら

には消えてしまう。これは単純な学習の一種であり「慣れ」とよばれる。このこと

に関する次の記述について，正しいものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　「慣れ」の現象は，えらの運動ニューロンと水管の感覚ニューロンをつなぐシナ
プスでナトリウムチャンネルが不活性化したり，神経伝達物質の量が減ったりし

て起こる。

ｂ　「慣れ」が形成されたアメフラシの尾部に強い刺激を与えると「慣れ」は解除
され，引っこめ反射は回復する。

ｃ　「慣れ」が解除され，引っこめ反射が回復したアメフラシの尾部に，さらに強い
刺激を与えると，通常では反射を起こさないような弱い刺激でも，えら引っ込み

反射行動が起こるようになる。

1　（ａのみ）	 2　（ｂのみ）	 3　（ｃのみ）
4　（ａ，ｂ）	 5　（ａ，ｃ）	 6　（ｂ，ｃ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　なし
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

数　学
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とびら裏から本文をスタートする。
生物、英語などで見開きにしたいページがある場合はとびら裏を白にしてもよい。

国　語
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　 他 人 の ふ り を し て 人 を 騙
だ ま

し て 私 利 を 得 よ う と す る 不 埒 な 者 は い つ の 世 に も い る が 、

ヨ ー ロ ッ パ で は と り わ け 中 世 末 か ら 近 代 初 頭 に か け て 、 大 き な 騒 動 を 巻 き 起 こ す 「 偽

者 」 が 幾 人 も 登 場 し た 。 人 物 を 同 定 す る さ ま ざ ま な 科 学 的 手 法 が 開 発 さ れ て い る 今 日 と

は 異 な り 、 ビ デ オ も な け れ ば 写 真 も な い 時 代 に は 、 人 物 同 定 は 関 係 者 の 記 憶 と 「 本 人 」

の 主 張 だ け が 頼 り で あ っ た 。 記 憶 と 言 っ て も 時 間 が た て ば 薄 れ る だ ろ う し 、 現 在 の よ う

に 人 々 の 移 動 交 流 が 進 み 雑 誌 や テ レ ビ ・ ネ ッ ト な ど で お び た だ し い 人 物 の 顔 を 見 比 べ て

い る 世 の 中 と は 異 な り 、 一 生 を お な じ 村 で 過 ご す 人 の 多 か っ た 時 代 、 顔 認 知 能 力 が 高

か っ た は ず は な い 。

〈 中 略 〉

　 フ ラ ン ス に は 、 近 世 ・ 近 代 に 入 っ て も 偽 王 は 数 多 い 。 一 六 世 紀 末 の 宗 教 戦 争 の 時 期 に

は 、 陰 謀 、 暗 殺 、 内 戦 が 引 き も 切 ら ず 、 跡 目 争 い も 激 し か っ た 。 そ ん な と き 、 最 後 の カ

ト リ ッ ク の 王 シ ャ ル ル 九 世 の 息 子 と 名 乗 る 者 が ぞ ろ ぞ ろ と 現 れ た 。

　 王 や 皇 帝 な ど の 君 主 以 外 で 非 常 に 有 名 な 偽 者 は 、 偽 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ル ク で あ る 。

一 四 三 一 年 五 月 三 〇 日 、 ジ ャ ン ヌ は ル ー ア ン の 広 場 で 火 刑 に 処 せ ら れ る が 、 数 年 た つ と

偽 ジ ャ ン ヌ が 何 人 も 出 没 し た の で あ る 。 そ の う ち も っ と も 有 名 で 成 功 し た の は 、

一 四 三 六 年 五 月 に メ ッ ス 地 方 に 登 場 し た 小 貴 族 出 身 の ク ロ ー ド ・ デ ・ ザ ル モ ワ ー ズ で 、

一 四 四 〇 年 ま で 活 動 を つ づ け た 。 彼 女 は 、 ジ ャ ン ヌ の 兄 弟 ジ ャ ン と ピ エ ー ル と と も に 三

人 で 陰 謀 を た く ら み 、 再 来 の ジ ャ ン ヌ と し て ふ る ま お う と し た 。 オ ル レ ア ン で は 盛 大 な

歓 迎 会 が も よ お さ れ 、 国 王 シ ャ ル ル 七 世 と も 面 会 し た が 、 翌 年 パ リ 高 等 法 院 に よ り 詐 欺

を 暴 か れ 、 ペ テ ン を 白 状 し た 。

　 　 Ⅱ 　 　

　 さ て 「 偽 史 」 は 、 歴 史 上 実 在 し な か っ た 人 物 が 実 在 し た と か 、 生 起 し な か っ た 出 来 事

が 生 起 し た と か 騙
か た

り 、 正 史 と は ま っ た く 別 の 歪 ん だ 解 釈 を す る 。 そ し て 史 料 そ の も の を

で っ ち 上 げ た り 、 そ う で な い 場 合 で も 自 説 に 反 す る こ と の な い よ う 情 報 を 選 択 し 寄 せ 集

め 、 些 細 な 出 来 事 に 異 常 な 重 要 性 を 付 し 、 コ ン テ ク ス ト に 反 し て 引 用 す る 。 そ う し た 偽 史

に は 、 そ の 動 機 と し て 、 集 団 も し く は 個 人 に よ る 政 治 的 、 宗 教 的 、 イ デ オ ロ ギ ー 的 目 標 の

追 求 が あ る 。 神 話 ・ 伝 説 を 現 実 だ っ た と 主 張 す る 偽 史 も 多 い が 、 古 代 マ ケ ド ニ ア （ と 現

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 感 度 の 良 い ア ン テ ナ を 張 り 巡 ら し て 最 先 端 の 研 究 動 向 を 探 る 習 慣 が な く な っ て し ま っ

た 私 に も 、 近 年 の 歴 史 学 で 大 い な る 関 心 を 呼 ん で い る 領 域 が 、 グ ロ ー バ ル ・ ヒ ス ト リ ー 、

記 憶 、 感 情 、 そ し て Ａ フ ィ ク シ ョ ン で あ る こ と は 嫌 で も 伝 わ っ て く る 。 私 が
（ 注 １ ）
昨 年 末

に 東 京 大 学 出 版 会 か ら
（ 注 ２ ）
上 梓 し た 『 歴 史 学 の 作 法 』 で も 、 こ れ ら の 領 域 の 抱 え る 課 題

と 可 能 性 に つ い て 取 り 上 げ て み た が 、 や や 手 薄 だ っ た フ ィ ク シ ョ ン の 問 題 に つ い て こ こ

で 考 察 し て み た い 。

　 歴 史 学 は 、 事 実 の 解 明 を 目 標 に す る の で 、 嘘 や フ ィ ク シ ョ ン と す る ど く 対 峙 す る 。	

Ｂ そ れ ら は 偽 史 と い う 形 で 、 あ る い は よ り 政 治 的 な バ ー ジ ョ ン で は 歴 史 修 正 主 義 と い う

形 で 、 正 統 な 歴 史 学 が 否 定 す べ き 標 的 に な っ て き た 。 現 代 の 歴 史 学 に と っ て 偽 史 を 排 除

す べ き 理 由 は 、 そ れ が 一 九 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ で 確 立 し た 科 学 的 な 歴 史 学 の 研 究 方 法 と 手 続

き を 無 視 し 、 ひ と つ し か な い は ず の 事 実 と 異 な る こ と を 、 歴 史 的 事 実 と 主 張 し て 、 学 界

と 市 民 を ㋐ 愚 ロ ウ し て い る か ら だ ろ う 。 あ た か も 、 意 図 的 に 多 く の 人 を 騙 し 何 ら か の 利

益 を 得 よ う と す る フ ェ イ ク ニ ュ ー ス が 、 社 会 を 混 乱 さ せ 、 犯 罪 や 差 別 を 助 長 す る の と	

㋑ ド ウ 断 で あ る 。

　 だ が そ う し た 真 偽 の 峻 別 は 、 Ａ Ｉ の 進 化 、 仮 想 現 実 の 現 実 世 界 へ の 浸 透 、 そ れ ら の 日

常 生 活 や 人 間 の 感 情 に 対 す る 影 響 の ㋒ ゼ ン 次 的 拡 大 と も 絡 ん で 評 価 を 変 え 、 「 噓 」 と

「 真 」 と の 境 界 が 揺 ら い で い る よ う に も 思 わ れ る 。 実 際 、 「 噓 」 が 「 真 」 以 上 に 社 会 に イ

ン パ ク ト を 与 え 、 そ の 現 象 を 深 く 掘 り 下 げ る こ と で 時 代 の 真 相 が 見 え て く る こ と も あ る

の で は あ る ま い か 。

　 ヨ ー ロ ッ パ 前 近 代 史 の 例 に 照 ら し て 、 今 日 の 歴 史 学 に お け る 「 噓 」 と 「 真 」 の 関 係 に

迫 っ て み よ う 。

　 　 Ⅰ 　 　
設 問 は 34 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 34 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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　 他 人 の ふ り を し て 人 を 騙
だ ま

し て 私 利 を 得 よ う と す る 不 埒 な 者 は い つ の 世 に も い る が 、

ヨ ー ロ ッ パ で は と り わ け 中 世 末 か ら 近 代 初 頭 に か け て 、 大 き な 騒 動 を 巻 き 起 こ す 「 偽

者 」 が 幾 人 も 登 場 し た 。 人 物 を 同 定 す る さ ま ざ ま な 科 学 的 手 法 が 開 発 さ れ て い る 今 日 と

は 異 な り 、 ビ デ オ も な け れ ば 写 真 も な い 時 代 に は 、 人 物 同 定 は 関 係 者 の 記 憶 と 「 本 人 」

の 主 張 だ け が 頼 り で あ っ た 。 記 憶 と 言 っ て も 時 間 が た て ば 薄 れ る だ ろ う し 、 現 在 の よ う

に 人 々 の 移 動 交 流 が 進 み 雑 誌 や テ レ ビ ・ ネ ッ ト な ど で お び た だ し い 人 物 の 顔 を 見 比 べ て

い る 世 の 中 と は 異 な り 、 一 生 を お な じ 村 で 過 ご す 人 の 多 か っ た 時 代 、 顔 認 知 能 力 が 高

か っ た は ず は な い 。

〈 中 略 〉

　 フ ラ ン ス に は 、 近 世 ・ 近 代 に 入 っ て も 偽 王 は 数 多 い 。 一 六 世 紀 末 の 宗 教 戦 争 の 時 期 に

は 、 陰 謀 、 暗 殺 、 内 戦 が 引 き も 切 ら ず 、 跡 目 争 い も 激 し か っ た 。 そ ん な と き 、 最 後 の カ

ト リ ッ ク の 王 シ ャ ル ル 九 世 の 息 子 と 名 乗 る 者 が ぞ ろ ぞ ろ と 現 れ た 。

　 王 や 皇 帝 な ど の 君 主 以 外 で 非 常 に 有 名 な 偽 者 は 、 偽 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ル ク で あ る 。

一 四 三 一 年 五 月 三 〇 日 、 ジ ャ ン ヌ は ル ー ア ン の 広 場 で 火 刑 に 処 せ ら れ る が 、 数 年 た つ と

偽 ジ ャ ン ヌ が 何 人 も 出 没 し た の で あ る 。 そ の う ち も っ と も 有 名 で 成 功 し た の は 、

一 四 三 六 年 五 月 に メ ッ ス 地 方 に 登 場 し た 小 貴 族 出 身 の ク ロ ー ド ・ デ ・ ザ ル モ ワ ー ズ で 、

一 四 四 〇 年 ま で 活 動 を つ づ け た 。 彼 女 は 、 ジ ャ ン ヌ の 兄 弟 ジ ャ ン と ピ エ ー ル と と も に 三

人 で 陰 謀 を た く ら み 、 再 来 の ジ ャ ン ヌ と し て ふ る ま お う と し た 。 オ ル レ ア ン で は 盛 大 な

歓 迎 会 が も よ お さ れ 、 国 王 シ ャ ル ル 七 世 と も 面 会 し た が 、 翌 年 パ リ 高 等 法 院 に よ り 詐 欺

を 暴 か れ 、 ペ テ ン を 白 状 し た 。

　 　 Ⅱ 　 　

　 さ て 「 偽 史 」 は 、 歴 史 上 実 在 し な か っ た 人 物 が 実 在 し た と か 、 生 起 し な か っ た 出 来 事

が 生 起 し た と か 騙
か た

り 、 正 史 と は ま っ た く 別 の 歪 ん だ 解 釈 を す る 。 そ し て 史 料 そ の も の を

で っ ち 上 げ た り 、 そ う で な い 場 合 で も 自 説 に 反 す る こ と の な い よ う 情 報 を 選 択 し 寄 せ 集

め 、 些 細 な 出 来 事 に 異 常 な 重 要 性 を 付 し 、 コ ン テ ク ス ト に 反 し て 引 用 す る 。 そ う し た 偽 史

に は 、 そ の 動 機 と し て 、 集 団 も し く は 個 人 に よ る 政 治 的 、 宗 教 的 、 イ デ オ ロ ギ ー 的 目 標 の

追 求 が あ る 。 神 話 ・ 伝 説 を 現 実 だ っ た と 主 張 す る 偽 史 も 多 い が 、 古 代 マ ケ ド ニ ア （ と 現

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 感 度 の 良 い ア ン テ ナ を 張 り 巡 ら し て 最 先 端 の 研 究 動 向 を 探 る 習 慣 が な く な っ て し ま っ

た 私 に も 、 近 年 の 歴 史 学 で 大 い な る 関 心 を 呼 ん で い る 領 域 が 、 グ ロ ー バ ル ・ ヒ ス ト リ ー 、

記 憶 、 感 情 、 そ し て Ａ フ ィ ク シ ョ ン で あ る こ と は 嫌 で も 伝 わ っ て く る 。 私 が
（ 注 １ ）
昨 年 末

に 東 京 大 学 出 版 会 か ら
（ 注 ２ ）
上 梓 し た 『 歴 史 学 の 作 法 』 で も 、 こ れ ら の 領 域 の 抱 え る 課 題

と 可 能 性 に つ い て 取 り 上 げ て み た が 、 や や 手 薄 だ っ た フ ィ ク シ ョ ン の 問 題 に つ い て こ こ

で 考 察 し て み た い 。

　 歴 史 学 は 、 事 実 の 解 明 を 目 標 に す る の で 、 嘘 や フ ィ ク シ ョ ン と す る ど く 対 峙 す る 。	

Ｂ そ れ ら は 偽 史 と い う 形 で 、 あ る い は よ り 政 治 的 な バ ー ジ ョ ン で は 歴 史 修 正 主 義 と い う

形 で 、 正 統 な 歴 史 学 が 否 定 す べ き 標 的 に な っ て き た 。 現 代 の 歴 史 学 に と っ て 偽 史 を 排 除

す べ き 理 由 は 、 そ れ が 一 九 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ で 確 立 し た 科 学 的 な 歴 史 学 の 研 究 方 法 と 手 続

き を 無 視 し 、 ひ と つ し か な い は ず の 事 実 と 異 な る こ と を 、 歴 史 的 事 実 と 主 張 し て 、 学 界

と 市 民 を ㋐ 愚 ロ ウ し て い る か ら だ ろ う 。 あ た か も 、 意 図 的 に 多 く の 人 を 騙 し 何 ら か の 利

益 を 得 よ う と す る フ ェ イ ク ニ ュ ー ス が 、 社 会 を 混 乱 さ せ 、 犯 罪 や 差 別 を 助 長 す る の と	

㋑ ド ウ 断 で あ る 。

　 だ が そ う し た 真 偽 の 峻 別 は 、 Ａ Ｉ の 進 化 、 仮 想 現 実 の 現 実 世 界 へ の 浸 透 、 そ れ ら の 日

常 生 活 や 人 間 の 感 情 に 対 す る 影 響 の ㋒ ゼ ン 次 的 拡 大 と も 絡 ん で 評 価 を 変 え 、 「 噓 」 と

「 真 」 と の 境 界 が 揺 ら い で い る よ う に も 思 わ れ る 。 実 際 、 「 噓 」 が 「 真 」 以 上 に 社 会 に イ

ン パ ク ト を 与 え 、 そ の 現 象 を 深 く 掘 り 下 げ る こ と で 時 代 の 真 相 が 見 え て く る こ と も あ る

の で は あ る ま い か 。

　 ヨ ー ロ ッ パ 前 近 代 史 の 例 に 照 ら し て 、 今 日 の 歴 史 学 に お け る 「 噓 」 と 「 真 」 の 関 係 に

迫 っ て み よ う 。

　 　 Ⅰ 　 　
設 問 は 34 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 34 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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ず は な く 替 え 玉 に す り 替 え ら れ た の だ し 、 後 に 蘇 っ た か の ご と く 再 来 す る こ と も で き た

の だ … … と	

　 　 Ｚ 　 　

　 　 Ⅲ 　 　

　 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 に は 、 偽 者 が 多 出 し た だ け で は な い 。 偽 物 も 多 く 、 し か も 今 で は 信 じ

が た い よ う な 、 ポ ジ テ ィ ブ な （ ？ ） 役 割 を は た し た 。

　 偽 物 の う ち 、 経 済 秩 序 、 ひ い て は 政 治 秩 序 へ の 深 刻 な 脅 威 と な る の は 「 贋 金 」 だ ろ う 。

一 五 世 紀 と く に そ の 後 半 の フ ラ ン ス で は 、 贋 金 作 り が 引 き も 切 ら な か っ た 。	

　 　 ① 　 　

　 中 世 に お い て は 、 君 主 の み が 貨 幣 鋳 造 の 権 利 を 持 っ て い た の で 、 そ れ を 偽 造 す る の は

大 逆 罪 で 罰 も き わ め て 厳 し く 、 他 に 類 を 見 な い 「 釜 茹 で 」 ― 鍋 で の 茹 で 殺 し ― で あ っ た 。

絞 首 刑 や 追 放 刑 の こ と も あ る が 、 追 放 刑 で も 烙 印 、 耳 削 ぎ 、 鼻 削 ぎ な ど を 伴 い 、 こ う し

た 歴 々 た る 恥 辱 の 証 跡 を も っ て 永 遠 に さ ま よ わ ね ば な ら な か っ た の で あ る 。	

　 　 ② 　 　

　 か よ う な 厳 罰 が 待 っ て い る の に 、 多 く の 人 が 贋 金 作 り や そ の 密 輸 入 に 関 わ っ た の は 、

百 年 戦 争 終 結 間 も な い 時 期 の フ ラ ン ス で は 、 国 王 の 統 治 が 行 き 届 か な い 地 域 も 多 く 、 盗

賊 が
（ 注 ３ ）
跋 扈 し 災 厄 が 絶 え な か っ た か ら で あ る 。 人 々 は 生 き 延 び る の に 必 死 で 、 贋 金 作

り へ と 誘 い 込 ま れ る 人 も い た の だ 。 だ が そ れ 以 上 に 、 貨 幣 不 足 へ の 対 処 と い う 理 由 が

あ っ た 。 戦 乱 が 終 わ り 平 和 に な っ て 経 済 を 回 す の に 貨 幣 が 必 要 な の に 、 流 通 貨 幣 が 払 底

し て し ま い 、 商 人 も 住 民 も 大 い に 困 惑 し た の で あ る 。 国 家 は 貨 幣 不 足 を な ん と か 解 消 し

よ う と し た が 、 十 六 世 紀 に 新 世 界 か ら 金 銀 が 大 量 に 流 入 す る ま で は 不 足 は 解 消 し な か っ

た 。	

　 　 ③ 　 　

　 贋 金 が 必 要 と さ れ た 、 と い う の も 驚 き だ が 、 も う ひ と つ 私 た ち が 唖 然 と す る の は 、 頻 繁

な 「 聖 遺 物 偽 造 」 で あ る 。 奇 跡 を 起 こ す と 評 判 の 聖 遺 物 を 保 管 し た 聖 堂 に 巡 礼 し 、 病 気

治 癒 や 幸 運 を 祈 願 す る 聖 遺 物 崇 敬 は 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 初 期 中 世 か ら 後 期 中 世 ま で 非 常 に

さ か ん だ っ た 。 だ が 稀 少 な 聖 遺 物 を 入 手 す る に は 、 所 有 者 か ら 贈 っ て も ら う か 、 商 人 か

ら 購 入 す る か 、 さ ら に は 聖 人 の 墓 を 盗 掘 し た り 教 会 内 の 保 管 場 所 か ら 盗 む と い う 手 段 に

頼 る し か な か っ た の で あ る 。	

　 　 ④ 　 　

　 し か し 買 い 取 る に せ よ 盗 む に せ よ 、 「 本 物 」 で あ る か ら こ そ 御 利 益 が あ る の で は な い

の か 。 だ が 実 際 は 、 あ く ど い 商 人 が 、 追 跡 が 難 し い こ と に つ け こ ん で 躊
た め ら
躇 う こ と な く 偽 聖

遺 物 を 売 り つ け た 。 聖 書 に よ る と 四 本 し か な い は ず の 聖 十 字 架 の 釘 を 、 二 十 九 の 教 会 ・

修 道 院 が 所 有 し て い る と 誇 っ て 展 示 し た り 、 洗 礼 者 ヨ ハ ネ の 十 二 の 頭 蓋 骨 が 、 ヨ ー ロ ッ

在 の 北 マ ケ ド ニ ア ） 連 続 説 、 ナ チ ス に よ る ホ ロ コ ー ス ト 否 定 と い っ た 、 国 家 ・ 民 族 や 特 定

組 織 の 利 益 に な る よ う な 政 治 動 向 と 絡 ん だ 偽 史 も ㋓ マ イ 挙 に い と ま が な い 。

　 前 節 で 紹 介 し た 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 近 世 に お け る 興 味 深 い 「 偽 者 」 た ち は 、 「 偽 史 」 を 創 ろ

う と し て 活 動 し た 訳 で は な く 、 む し ろ 正 史 に 接 続 し 、 そ れ を な ぞ り 、 繰 り 返 し 、 パ ロ

デ ィ ー 化 し よ う と し た 人 物 た ち で あ ろ う 。 し か し た し か に 実 在 し た 偽 者

0 0 0 0 0 0

を 、 偽 者 当 人 お

よ び そ の 支 持 者 ・ 後 援 者 ら が 本 人 だ と 言 い 募 る の と 合 わ せ て 、 そ れ を 梃
て こ

子 に 、 後 世 の 人 た

ち が 、 偽 史 を よ り 大 掛 か り に 紡 い で い く ケ ー ス も あ る 。 あ る 時 代 に 生 身 の 姿 で 出 現 し た

偽 者 と 後 の 時 代 の 偽 史 が 力 を 合 わ せ て 、 そ の 結 果 、 架 空 の 物 語 が 説 得 力 を 増 す こ と が よ

く あ る の で あ る 。 典 型 的 な 偽 ジ ャ ン ヌ の ケ ー ス を 見 て み よ う 。

　 ク ロ ー ド ・ デ ・ ザ ル モ ワ ー ズ の よ う な 偽 ジ ャ ン ヌ が 本 人 だ と 主 張 す る た め に は 、	

	

　 　 Ｘ 　 　	 、 と い う フ ェ イ ク ニ ュ ー ス が 偽 ジ ャ ン ヌ 登 場 と と も に 広 ま る こ と が 必 要 で 、 実

際 、 「 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 」 は 彼 女 の 死 後 す ぐ に 現 れ た 。 牢 獄 か ら 脱 走 し た と か 、 彼 女

に よ く 似 た 女 性 、 あ る い は 人 形 を 火 あ ぶ り に さ せ た と か 、 ま こ と し や か に 囁 か れ た 。

　 し か し よ り 本 格 的 な 偽 史 が 成 長 し て い っ た の は 、 一 九 世 紀 に な っ て か ら で あ る 。 そ の

後 今 日 に い た る ま で 、 間 欠 的 に 提 起 さ れ て き た 「 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 」 で は 、 検 討 に も

値 し な い	

　 　 Ｙ 　 　	 な 根 拠 が 胸 を 張 っ て 主 張 さ れ て き た 。 た と え ば 、 中 世 の 城 は た い て い

と て も 長 い 秘 密 の 地 下 道 を 備 え て い た か ら （ と 彼 ら は 主 張 し ） 、 ル ー ア ン の ブ ヴ ル イ ユ 城

か ら ジ ャ ン ヌ は 逃 れ た は ず だ … … と 。 し か し こ の 城 の ド ン ジ ョ ン の 下 の 地 下 設 備 は 、

一 九 四 四 年 に ゲ シ ュ タ ポ に よ り バ ン カ ー （ 陣 地 ） の 一 部 と し て 造 ら れ た も の だ っ た し 、

何 よ り ジ ャ ン ヌ は こ の ド ン ジ ョ ン に 囚 わ れ て い た わ け で は な い の だ 。

　 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 は 、 も う ひ と つ の 「 偽 史 」 ― ジ ャ ン ヌ 隠 し 子 説 ― と 一 部 重 な っ て い

た 。 そ れ は 、 第 一 帝 政 期 に ベ ル ジ ュ ラ ッ ク 郡 長 を 務 め た ピ エ ー ル ・ カ ー ズ の 劇 作 が 源 に

な っ て い る 。 つ ま り 彼 に よ る と 、 ジ ャ ン ヌ は 王 妃 イ ザ ボ ー ・ ド ・ バ ヴ ィ エ ー ル と オ ル レ ア

ン 公 ル イ の 不 義 の 隠 し 子 で あ り 、 し か も ジ ャ ン ヌ が 一 四 一 二 年 に 生 ま れ た と い う の は 間

違 い で 、 実 際 は 一 四 〇 七 年 で あ る （ 「 父 」 の ル イ は 一 四 〇 七 年 に 亡 く な っ て い る の で 、

隠 し 子 説 を 成 り 立 た せ る た め に 必 要 な 、 強 引 な 修 正 ） と い う の で あ る 。

　 そ う で あ っ た か ら こ そ 、 ジ ャ ン ヌ は （ 兄 で あ る ） 王 太 子 や 廷 臣 ら に 王 女 に ふ さ わ し い

名 誉 を も っ て 歓 迎 さ れ た の だ し 、 そ の 農 民 の 娘 ら し か ら ぬ 言 動 や 振 る 舞 い 、 乗 馬 の 巧 み

さ 、 彼 女 へ の 騎 士 叙 任 や 金 の ㋔ ハ ク 車 の 授 与 、 軍 隊 指 揮 の 委 任 … … な ど が す べ て 説 明 が

つ く 、 と い う の だ 。

　
Ｃ や ん ご と な き 身 分 だ か ら こ そ 、 そ う 簡 単 に イ ギ リ ス や ブ ル ゴ ー ニ ュ 派 が 処 刑 す る は
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ず は な く 替 え 玉 に す り 替 え ら れ た の だ し 、 後 に 蘇 っ た か の ご と く 再 来 す る こ と も で き た

の だ … … と	
　 　 Ｚ 　 　

　 　 Ⅲ 　 　

　 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 に は 、 偽 者 が 多 出 し た だ け で は な い 。 偽 物 も 多 く 、 し か も 今 で は 信 じ

が た い よ う な 、 ポ ジ テ ィ ブ な （ ？ ） 役 割 を は た し た 。

　 偽 物 の う ち 、 経 済 秩 序 、 ひ い て は 政 治 秩 序 へ の 深 刻 な 脅 威 と な る の は 「 贋 金 」 だ ろ う 。

一 五 世 紀 と く に そ の 後 半 の フ ラ ン ス で は 、 贋 金 作 り が 引 き も 切 ら な か っ た 。	

　 　 ① 　 　

　 中 世 に お い て は 、 君 主 の み が 貨 幣 鋳 造 の 権 利 を 持 っ て い た の で 、 そ れ を 偽 造 す る の は

大 逆 罪 で 罰 も き わ め て 厳 し く 、 他 に 類 を 見 な い 「 釜 茹 で 」 ― 鍋 で の 茹 で 殺 し ― で あ っ た 。

絞 首 刑 や 追 放 刑 の こ と も あ る が 、 追 放 刑 で も 烙 印 、 耳 削 ぎ 、 鼻 削 ぎ な ど を 伴 い 、 こ う し

た 歴 々 た る 恥 辱 の 証 跡 を も っ て 永 遠 に さ ま よ わ ね ば な ら な か っ た の で あ る 。	

　 　 ② 　 　

　 か よ う な 厳 罰 が 待 っ て い る の に 、 多 く の 人 が 贋 金 作 り や そ の 密 輸 入 に 関 わ っ た の は 、

百 年 戦 争 終 結 間 も な い 時 期 の フ ラ ン ス で は 、 国 王 の 統 治 が 行 き 届 か な い 地 域 も 多 く 、 盗

賊 が
（ 注 ３ ）
跋 扈 し 災 厄 が 絶 え な か っ た か ら で あ る 。 人 々 は 生 き 延 び る の に 必 死 で 、 贋 金 作

り へ と 誘 い 込 ま れ る 人 も い た の だ 。 だ が そ れ 以 上 に 、 貨 幣 不 足 へ の 対 処 と い う 理 由 が

あ っ た 。 戦 乱 が 終 わ り 平 和 に な っ て 経 済 を 回 す の に 貨 幣 が 必 要 な の に 、 流 通 貨 幣 が 払 底

し て し ま い 、 商 人 も 住 民 も 大 い に 困 惑 し た の で あ る 。 国 家 は 貨 幣 不 足 を な ん と か 解 消 し

よ う と し た が 、 十 六 世 紀 に 新 世 界 か ら 金 銀 が 大 量 に 流 入 す る ま で は 不 足 は 解 消 し な か っ

た 。	

　 　 ③ 　 　

　 贋 金 が 必 要 と さ れ た 、 と い う の も 驚 き だ が 、 も う ひ と つ 私 た ち が 唖 然 と す る の は 、 頻 繁

な 「 聖 遺 物 偽 造 」 で あ る 。 奇 跡 を 起 こ す と 評 判 の 聖 遺 物 を 保 管 し た 聖 堂 に 巡 礼 し 、 病 気

治 癒 や 幸 運 を 祈 願 す る 聖 遺 物 崇 敬 は 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 初 期 中 世 か ら 後 期 中 世 ま で 非 常 に

さ か ん だ っ た 。 だ が 稀 少 な 聖 遺 物 を 入 手 す る に は 、 所 有 者 か ら 贈 っ て も ら う か 、 商 人 か

ら 購 入 す る か 、 さ ら に は 聖 人 の 墓 を 盗 掘 し た り 教 会 内 の 保 管 場 所 か ら 盗 む と い う 手 段 に

頼 る し か な か っ た の で あ る 。	

　 　 ④ 　 　

　 し か し 買 い 取 る に せ よ 盗 む に せ よ 、 「 本 物 」 で あ る か ら こ そ 御 利 益 が あ る の で は な い

の か 。 だ が 実 際 は 、 あ く ど い 商 人 が 、 追 跡 が 難 し い こ と に つ け こ ん で 躊
た め ら
躇 う こ と な く 偽 聖

遺 物 を 売 り つ け た 。 聖 書 に よ る と 四 本 し か な い は ず の 聖 十 字 架 の 釘 を 、 二 十 九 の 教 会 ・

修 道 院 が 所 有 し て い る と 誇 っ て 展 示 し た り 、 洗 礼 者 ヨ ハ ネ の 十 二 の 頭 蓋 骨 が 、 ヨ ー ロ ッ

在 の 北 マ ケ ド ニ ア ） 連 続 説 、 ナ チ ス に よ る ホ ロ コ ー ス ト 否 定 と い っ た 、 国 家 ・ 民 族 や 特 定

組 織 の 利 益 に な る よ う な 政 治 動 向 と 絡 ん だ 偽 史 も ㋓ マ イ 挙 に い と ま が な い 。

　 前 節 で 紹 介 し た 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 近 世 に お け る 興 味 深 い 「 偽 者 」 た ち は 、 「 偽 史 」 を 創 ろ

う と し て 活 動 し た 訳 で は な く 、 む し ろ 正 史 に 接 続 し 、 そ れ を な ぞ り 、 繰 り 返 し 、 パ ロ

デ ィ ー 化 し よ う と し た 人 物 た ち で あ ろ う 。 し か し た し か に 実 在 し た 偽 者

0 0 0 0 0 0

を 、 偽 者 当 人 お

よ び そ の 支 持 者 ・ 後 援 者 ら が 本 人 だ と 言 い 募 る の と 合 わ せ て 、 そ れ を 梃
て こ

子 に 、 後 世 の 人 た

ち が 、 偽 史 を よ り 大 掛 か り に 紡 い で い く ケ ー ス も あ る 。 あ る 時 代 に 生 身 の 姿 で 出 現 し た

偽 者 と 後 の 時 代 の 偽 史 が 力 を 合 わ せ て 、 そ の 結 果 、 架 空 の 物 語 が 説 得 力 を 増 す こ と が よ

く あ る の で あ る 。 典 型 的 な 偽 ジ ャ ン ヌ の ケ ー ス を 見 て み よ う 。

　 ク ロ ー ド ・ デ ・ ザ ル モ ワ ー ズ の よ う な 偽 ジ ャ ン ヌ が 本 人 だ と 主 張 す る た め に は 、	

	

　 　 Ｘ 　 　	 、 と い う フ ェ イ ク ニ ュ ー ス が 偽 ジ ャ ン ヌ 登 場 と と も に 広 ま る こ と が 必 要 で 、 実

際 、 「 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 」 は 彼 女 の 死 後 す ぐ に 現 れ た 。 牢 獄 か ら 脱 走 し た と か 、 彼 女

に よ く 似 た 女 性 、 あ る い は 人 形 を 火 あ ぶ り に さ せ た と か 、 ま こ と し や か に 囁 か れ た 。

　 し か し よ り 本 格 的 な 偽 史 が 成 長 し て い っ た の は 、 一 九 世 紀 に な っ て か ら で あ る 。 そ の

後 今 日 に い た る ま で 、 間 欠 的 に 提 起 さ れ て き た 「 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 」 で は 、 検 討 に も

値 し な い	

　 　 Ｙ 　 　	 な 根 拠 が 胸 を 張 っ て 主 張 さ れ て き た 。 た と え ば 、 中 世 の 城 は た い て い

と て も 長 い 秘 密 の 地 下 道 を 備 え て い た か ら （ と 彼 ら は 主 張 し ） 、 ル ー ア ン の ブ ヴ ル イ ユ 城

か ら ジ ャ ン ヌ は 逃 れ た は ず だ … … と 。 し か し こ の 城 の ド ン ジ ョ ン の 下 の 地 下 設 備 は 、

一 九 四 四 年 に ゲ シ ュ タ ポ に よ り バ ン カ ー （ 陣 地 ） の 一 部 と し て 造 ら れ た も の だ っ た し 、

何 よ り ジ ャ ン ヌ は こ の ド ン ジ ョ ン に 囚 わ れ て い た わ け で は な い の だ 。

　 ジ ャ ン ヌ 生 き 残 り 説 は 、 も う ひ と つ の 「 偽 史 」 ― ジ ャ ン ヌ 隠 し 子 説 ― と 一 部 重 な っ て い

た 。 そ れ は 、 第 一 帝 政 期 に ベ ル ジ ュ ラ ッ ク 郡 長 を 務 め た ピ エ ー ル ・ カ ー ズ の 劇 作 が 源 に

な っ て い る 。 つ ま り 彼 に よ る と 、 ジ ャ ン ヌ は 王 妃 イ ザ ボ ー ・ ド ・ バ ヴ ィ エ ー ル と オ ル レ ア

ン 公 ル イ の 不 義 の 隠 し 子 で あ り 、 し か も ジ ャ ン ヌ が 一 四 一 二 年 に 生 ま れ た と い う の は 間

違 い で 、 実 際 は 一 四 〇 七 年 で あ る （ 「 父 」 の ル イ は 一 四 〇 七 年 に 亡 く な っ て い る の で 、

隠 し 子 説 を 成 り 立 た せ る た め に 必 要 な 、 強 引 な 修 正 ） と い う の で あ る 。

　 そ う で あ っ た か ら こ そ 、 ジ ャ ン ヌ は （ 兄 で あ る ） 王 太 子 や 廷 臣 ら に 王 女 に ふ さ わ し い

名 誉 を も っ て 歓 迎 さ れ た の だ し 、 そ の 農 民 の 娘 ら し か ら ぬ 言 動 や 振 る 舞 い 、 乗 馬 の 巧 み

さ 、 彼 女 へ の 騎 士 叙 任 や 金 の ㋔ ハ ク 車 の 授 与 、 軍 隊 指 揮 の 委 任 … … な ど が す べ て 説 明 が

つ く 、 と い う の だ 。

　
Ｃ や ん ご と な き 身 分 だ か ら こ そ 、 そ う 簡 単 に イ ギ リ ス や ブ ル ゴ ー ニ ュ 派 が 処 刑 す る は
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偽 者 や 偽 物 の 重 要 な 役 割 を 見 落 と す こ と な く 、 歴 史 像 を 豊 か に 肉 付 け し て い く こ と が 肝

心 で あ る 。 な ぜ な ら 、 あ る 時 、
（ 注 ４ ）
胡 乱 な 姿 で 空 中 に 舞 っ て い た 噓 は 、 時 の 経 過 と と も

に 地 上 に 舞 い 降 り て 堆 積 し 、 真 と 一 体 化 し て 実 際 の 歴 史 の 地 層 の 構 成 要 素

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と な る か ら で

あ る 。 そ し て 偽 文 書 に つ い て は 、 い わ ゆ る 史 料 論 的 な	

　 　 ａ 　 　	 か ら 、 古 書 冊 学 や 文 書 形

式 学 の 要 素 に 注 目 す る こ と で 、 そ の 偽 造 が い つ 、 誰 に よ り 、 何 の 目 的 で 、 ど ん な 環 境 ・ 力

関 係 の も と で 創 ら れ た か を 明 ら か に す る 動 向 が 盛 り 上 が り を 見 せ て お り 、 ひ と つ の 史 料

が 各 時 代 に 対 応 す る 何 重 も の 引 き 出 し を 具 え た 豊 か な 情 報 タ ワ ー と 化 し て い る 。

　 偽 者 ／ 偽 物 は 、 し か し そ れ が 「 偽 」 だ と し っ か り 暴 い た 上 で 、 興 味 深 い 情 報 を 蔵 し た

史 料 と し て 活 用 す べ き で あ る の は 当 然 で 、 そ れ が 不 十 分 な ま ま 人 々 の 集 合 的 な 記 憶 を 主

た る 住 処 と し て 連 綿 と つ づ く に 任 せ て い る と 、 偽 史 を 生 み や す く な ろ う 。 そ れ で も 現 代

の 偽 史 は 、	

　 　 ｂ 　 　	 な ト ン デ モ 説 、 意 識 的 な 確 信 犯 の 創 作 で あ る こ と が 多 く 、 一 部 の 熱

心 な 推 進 者 は い て も あ ま り 広 く 普 及 せ ず 、 そ の 気 に な れ ば 簡 単 に 論
ろ ん ば く

駁 で き る 。

　 だ が 「 偽 史 」 と も 言 え な い 、 大 衆 の 根 深 い 思 い 込 み こ そ も っ と も や っ か い で あ る 。 歴

史 ド ラ マ や 時 代 劇 ・ 歴 史 小 説 の 伝 え る 歴 史 像 、 心 の 片 隅 に 巣 食 う	

　 　 ｃ 　 　	 を く す ぐ る 近

隣 諸 国 の 歴 史 の 歪 曲 な ど も そ う だ ろ う し 、 網 野 善 彦 氏 が 弛 む こ と な く 正 そ う と し た 「 日

本 人 単 一 民 族 説 」 、 西 洋 史 で は 「 暗 黒 の 中 世 」 と い う レ ッ テ ル 貼 り な ど も そ う で あ る 。

最 近 で は 、	

　 　 ｄ 　 　	 化 し た 国 際 情 勢 へ の 関 心 が 高 ま り な が ら も 、 世 界 の 国 々 を 「 民 主 主

義 陣 営 」 対 「 権 威 主 義 陣 営 」 と 単 純 に 二 分 割 す る 傾 向 な ど が あ る 。 大 衆 の 不 確 実 な あ る

い は 誤 っ た 記 憶 の 共 有 に よ る 思 い 込 み 、 そ の ほ う が 分 か り や す い 、 そ う あ っ た ほ う が 気 分

が い い し 安 心 だ … … と い う 皆 の 感 情 に 受 け 入 れ ら れ る 歴 史 像 で あ り 世 界 像 で あ る 。

　 現 代 歴 史 学 の 四 つ の 関 心 領 域 だ と 本 稿 冒 頭 に 書 い た グ ロ ー バ ル ・ ヒ ス ト リ ー 、 記 憶 、

感 情 、 フ ィ ク シ ョ ン は 、 い ず れ も 私 た ち 現 代 人 が 、 日 々 浴 し て い る 状 況 を 契 機 と し て 歴 史

家 た ち の 間 で 注 目 さ れ 切 り 拓 か れ る よ う に な っ た 歴 史 分 野 で あ り 、 こ れ ま で の 歴 史 学 を

刷 新 し て そ の 発 展 に 寄 与 す る 可 能 性 を 秘 め て い よ う 。 だ が 同 時 に そ れ は 十 九 世 紀 以 来 の

科 学 的 な 歴 史 学 の 土 台 を 溶 解 さ せ る 怖 れ も あ る 。 過 去 の よ り 深 い 真
ま こ と

の 探 査 へ の 呼 び 水 を

差 す 現 状 は 、 知 ら な い う ち に 噓 へ の 養 分 を 今 を 生 き る 人 々 に タ ッ プ リ 与 え て も い る か ら

で あ り 、 こ の	

　 　 ｅ 　 　	 を 冷 静 に 見 つ め る こ と が 、 歴 史 家 に は 求 め ら れ る だ ろ う 。

	 （ 池 上 俊 一 『 Ｕ Ｐ ６ 月 号 』 「 歴 史 に お け る 噓 と 真 」 ）

　 （ 注 １ ） ２ ０ ２ ２ 年

　 （ 注 ２ ） 出 版

　 （ 注 ３ ） 「 ば っ こ 」 の さ ば り は び こ る

　 （ 注 ４ ） 「 う ろ ん 」 怪 し く 疑 わ し い

パ 大 陸 の あ ち こ ち で 崇 敬 さ れ て い る の は 、 ど う 考 え て も 道 理 に 合 わ な い だ ろ う 。 洗 礼 者

ヨ ハ ネ に か ぎ ら ず ど の 聖 人 で も 、 キ リ ス ト 教 世 界 の 聖 堂 に 散 ら ば っ て い る す べ て の 骨	

が 本 物 だ と す れ ば 、 い く つ も の 頭 部 、 十 本 以 上 の 指 を 持 っ た 怪 物 に な っ て し ま お う 。	

　 　 ⑤ 　 　

　 　 Ⅳ 　 　

　 さ ら に あ っ け に と ら れ る の は 、 偽 造 書 類 の 多 さ で あ る 。 世 界 史 上 、 中 世 ヨ ー ロ ッ パ に

匹 敵 す る ほ ど 大 規 模 な 偽 造 が 行 わ れ た 時 代 ・ 地 域 は ほ と ん ど な く 、 王 や 教 皇 が 発 給 し た

と さ れ る 偽 の 特 権 状 や 権 利 証 書 が 大 量 に 残 っ て い る 。

　 こ れ ら の 偽 文 書 の 大 部 分 は 、 十 世 紀 か ら 十 三 世 紀 の 間 に 偽 造 さ れ た も の で あ る 。 そ の

作 成 責 任 者 は 、 不 逞 の 輩 で は な く 、 著 名 な 司 教 や 修 道 院 長 は じ め 教 会 内 の 有 力 者 で あ っ

た 。 彼 ら の 目 的 は 、 栄 光 あ る 過 去 の 歴 史 を 捏 造 し 、 土 地 へ の 支 配 権 ・ 領 有 権 を 確 認 し 、 で

き う べ く ん ば さ ら に 広 げ 、 裁 治 権 を 主 張 す る こ と だ っ た 。

　 中 世 は 信 仰 の 時 代 で あ り な が ら な ぜ 偽 造 の 時 代 で も あ っ た の か 、 と 訝( い ぶ か) ら ず に 、

信 仰 の 時 代 で あ っ た か ら こ そ 偽 造 の 時 代 だ っ た の だ 、 と 考 え る べ き だ ろ う 。 中 世 に お い

て 、 歴 史 は 道 徳 的 な 営 み で あ り 、 真 の 過 去 と は 、 神 の 意 志 に 合 致 し た も の で あ る べ き

だ っ た 。 だ か ら 断 片 的 な 記 録 し か 手 元 に な く て 大 き な 隙 間 が 空 い て い る と き に は 、 あ っ た

か も し れ な い 、 否 あ る べ き だ っ た ― そ の ほ う が 、 神 の 思 召 に か な う ！ ― 記 録 を 創 っ て 、

そ の 隙 間 を 埋 め た の で あ る 。 偽 造 は 、 修 道 士 や 聖 職 者 に と っ て は 、 よ り 大 き な 善 、 神 の

栄 光 の た め の 聖 な る 瞞 着 行 為 で あ っ た 。

　 　 Ⅴ 　 　

　 以 上 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 に お け る 「 偽 者 」 と 「 偽 物 」 に つ い て 、 そ れ ら が 本 物 に 劣 ら ぬ 重

要 な 役 割 を は た し た こ と を 紹 介 し て き た 。 そ こ か ら 今 日 の 歴 史 学 が 汲 み 取 る べ き 教 訓 は

あ る だ ろ う か 。

　 私 た ち は 、 市 民 社 会 の 一 員 と し て は 、 経 済 や 法 、 社 会 の 秩 序 が 崩 れ な い よ う 、 皆 で 協

力 し て 真
ま こ と
を 重 視 し 、 噓 を 排 除 す べ き 責 務 を 負 っ て い よ う 。 そ し て 歴 史 学 者 と し て は 、 ゾ ン

ビ よ ろ し く 蘇 る 「 偽 史 」 を も ぐ ら た た き の よ う に 退 治 せ ね ば な る ま い 。

　 と こ ろ が そ の 一 方 で 、 噓 か ら 出 た 真 と い う か 、 心 性 史 や イ マ ジ ネ ー ル の 歴 史 に お け る
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偽 者 や 偽 物 の 重 要 な 役 割 を 見 落 と す こ と な く 、 歴 史 像 を 豊 か に 肉 付 け し て い く こ と が 肝

心 で あ る 。 な ぜ な ら 、 あ る 時 、
（ 注 ４ ）
胡 乱 な 姿 で 空 中 に 舞 っ て い た 噓 は 、 時 の 経 過 と と も

に 地 上 に 舞 い 降 り て 堆 積 し 、 真 と 一 体 化 し て 実 際 の 歴 史 の 地 層 の 構 成 要 素

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と な る か ら で

あ る 。 そ し て 偽 文 書 に つ い て は 、 い わ ゆ る 史 料 論 的 な	

　 　 ａ 　 　	 か ら 、 古 書 冊 学 や 文 書 形

式 学 の 要 素 に 注 目 す る こ と で 、 そ の 偽 造 が い つ 、 誰 に よ り 、 何 の 目 的 で 、 ど ん な 環 境 ・ 力

関 係 の も と で 創 ら れ た か を 明 ら か に す る 動 向 が 盛 り 上 が り を 見 せ て お り 、 ひ と つ の 史 料

が 各 時 代 に 対 応 す る 何 重 も の 引 き 出 し を 具 え た 豊 か な 情 報 タ ワ ー と 化 し て い る 。

　 偽 者 ／ 偽 物 は 、 し か し そ れ が 「 偽 」 だ と し っ か り 暴 い た 上 で 、 興 味 深 い 情 報 を 蔵 し た

史 料 と し て 活 用 す べ き で あ る の は 当 然 で 、 そ れ が 不 十 分 な ま ま 人 々 の 集 合 的 な 記 憶 を 主

た る 住 処 と し て 連 綿 と つ づ く に 任 せ て い る と 、 偽 史 を 生 み や す く な ろ う 。 そ れ で も 現 代

の 偽 史 は 、	

　 　 ｂ 　 　	 な ト ン デ モ 説 、 意 識 的 な 確 信 犯 の 創 作 で あ る こ と が 多 く 、 一 部 の 熱

心 な 推 進 者 は い て も あ ま り 広 く 普 及 せ ず 、 そ の 気 に な れ ば 簡 単 に 論
ろ ん ば く

駁 で き る 。

　 だ が 「 偽 史 」 と も 言 え な い 、 大 衆 の 根 深 い 思 い 込 み こ そ も っ と も や っ か い で あ る 。 歴

史 ド ラ マ や 時 代 劇 ・ 歴 史 小 説 の 伝 え る 歴 史 像 、 心 の 片 隅 に 巣 食 う	

　 　 ｃ 　 　	 を く す ぐ る 近

隣 諸 国 の 歴 史 の 歪 曲 な ど も そ う だ ろ う し 、 網 野 善 彦 氏 が 弛 む こ と な く 正 そ う と し た 「 日

本 人 単 一 民 族 説 」 、 西 洋 史 で は 「 暗 黒 の 中 世 」 と い う レ ッ テ ル 貼 り な ど も そ う で あ る 。

最 近 で は 、	

　 　 ｄ 　 　	 化 し た 国 際 情 勢 へ の 関 心 が 高 ま り な が ら も 、 世 界 の 国 々 を 「 民 主 主

義 陣 営 」 対 「 権 威 主 義 陣 営 」 と 単 純 に 二 分 割 す る 傾 向 な ど が あ る 。 大 衆 の 不 確 実 な あ る

い は 誤 っ た 記 憶 の 共 有 に よ る 思 い 込 み 、 そ の ほ う が 分 か り や す い 、 そ う あ っ た ほ う が 気 分

が い い し 安 心 だ … … と い う 皆 の 感 情 に 受 け 入 れ ら れ る 歴 史 像 で あ り 世 界 像 で あ る 。

　 現 代 歴 史 学 の 四 つ の 関 心 領 域 だ と 本 稿 冒 頭 に 書 い た グ ロ ー バ ル ・ ヒ ス ト リ ー 、 記 憶 、

感 情 、 フ ィ ク シ ョ ン は 、 い ず れ も 私 た ち 現 代 人 が 、 日 々 浴 し て い る 状 況 を 契 機 と し て 歴 史

家 た ち の 間 で 注 目 さ れ 切 り 拓 か れ る よ う に な っ た 歴 史 分 野 で あ り 、 こ れ ま で の 歴 史 学 を

刷 新 し て そ の 発 展 に 寄 与 す る 可 能 性 を 秘 め て い よ う 。 だ が 同 時 に そ れ は 十 九 世 紀 以 来 の

科 学 的 な 歴 史 学 の 土 台 を 溶 解 さ せ る 怖 れ も あ る 。 過 去 の よ り 深 い 真
ま こ と

の 探 査 へ の 呼 び 水 を

差 す 現 状 は 、 知 ら な い う ち に 噓 へ の 養 分 を 今 を 生 き る 人 々 に タ ッ プ リ 与 え て も い る か ら

で あ り 、 こ の	

　 　 ｅ 　 　	 を 冷 静 に 見 つ め る こ と が 、 歴 史 家 に は 求 め ら れ る だ ろ う 。

	 （ 池 上 俊 一 『 Ｕ Ｐ ６ 月 号 』 「 歴 史 に お け る 噓 と 真 」 ）

　 （ 注 １ ） ２ ０ ２ ２ 年

　 （ 注 ２ ） 出 版

　 （ 注 ３ ） 「 ば っ こ 」 の さ ば り は び こ る

　 （ 注 ４ ） 「 う ろ ん 」 怪 し く 疑 わ し い

パ 大 陸 の あ ち こ ち で 崇 敬 さ れ て い る の は 、 ど う 考 え て も 道 理 に 合 わ な い だ ろ う 。 洗 礼 者

ヨ ハ ネ に か ぎ ら ず ど の 聖 人 で も 、 キ リ ス ト 教 世 界 の 聖 堂 に 散 ら ば っ て い る す べ て の 骨	

が 本 物 だ と す れ ば 、 い く つ も の 頭 部 、 十 本 以 上 の 指 を 持 っ た 怪 物 に な っ て し ま お う 。	

　 　 ⑤ 　 　

　 　 Ⅳ 　 　

　 さ ら に あ っ け に と ら れ る の は 、 偽 造 書 類 の 多 さ で あ る 。 世 界 史 上 、 中 世 ヨ ー ロ ッ パ に

匹 敵 す る ほ ど 大 規 模 な 偽 造 が 行 わ れ た 時 代 ・ 地 域 は ほ と ん ど な く 、 王 や 教 皇 が 発 給 し た

と さ れ る 偽 の 特 権 状 や 権 利 証 書 が 大 量 に 残 っ て い る 。

　 こ れ ら の 偽 文 書 の 大 部 分 は 、 十 世 紀 か ら 十 三 世 紀 の 間 に 偽 造 さ れ た も の で あ る 。 そ の

作 成 責 任 者 は 、 不 逞 の 輩 で は な く 、 著 名 な 司 教 や 修 道 院 長 は じ め 教 会 内 の 有 力 者 で あ っ

た 。 彼 ら の 目 的 は 、 栄 光 あ る 過 去 の 歴 史 を 捏 造 し 、 土 地 へ の 支 配 権 ・ 領 有 権 を 確 認 し 、 で

き う べ く ん ば さ ら に 広 げ 、 裁 治 権 を 主 張 す る こ と だ っ た 。

　 中 世 は 信 仰 の 時 代 で あ り な が ら な ぜ 偽 造 の 時 代 で も あ っ た の か 、 と 訝( い ぶ か) ら ず に 、

信 仰 の 時 代 で あ っ た か ら こ そ 偽 造 の 時 代 だ っ た の だ 、 と 考 え る べ き だ ろ う 。 中 世 に お い

て 、 歴 史 は 道 徳 的 な 営 み で あ り 、 真 の 過 去 と は 、 神 の 意 志 に 合 致 し た も の で あ る べ き

だ っ た 。 だ か ら 断 片 的 な 記 録 し か 手 元 に な く て 大 き な 隙 間 が 空 い て い る と き に は 、 あ っ た

か も し れ な い 、 否 あ る べ き だ っ た ― そ の ほ う が 、 神 の 思 召 に か な う ！ ― 記 録 を 創 っ て 、

そ の 隙 間 を 埋 め た の で あ る 。 偽 造 は 、 修 道 士 や 聖 職 者 に と っ て は 、 よ り 大 き な 善 、 神 の

栄 光 の た め の 聖 な る 瞞 着 行 為 で あ っ た 。

　 　 Ⅴ 　 　

　 以 上 、 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 に お け る 「 偽 者 」 と 「 偽 物 」 に つ い て 、 そ れ ら が 本 物 に 劣 ら ぬ 重

要 な 役 割 を は た し た こ と を 紹 介 し て き た 。 そ こ か ら 今 日 の 歴 史 学 が 汲 み 取 る べ き 教 訓 は

あ る だ ろ う か 。

　 私 た ち は 、 市 民 社 会 の 一 員 と し て は 、 経 済 や 法 、 社 会 の 秩 序 が 崩 れ な い よ う 、 皆 で 協

力 し て 真
ま こ と
を 重 視 し 、 噓 を 排 除 す べ き 責 務 を 負 っ て い よ う 。 そ し て 歴 史 学 者 と し て は 、 ゾ ン

ビ よ ろ し く 蘇 る 「 偽 史 」 を も ぐ ら た た き の よ う に 退 治 せ ね ば な る ま い 。

　 と こ ろ が そ の 一 方 で 、 噓 か ら 出 た 真 と い う か 、 心 性 史 や イ マ ジ ネ ー ル の 歴 史 に お け る
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問 ６ ～ 問 10 　 空 欄	 　 　 Ⅰ 　 　	 ～	 　 　 Ⅴ 　 　	 に は そ れ ぞ れ そ の 後 の 文 の 内 容 を 簡 潔 に 表 す 小

題 （ 小 見 出 し ） が 入 っ て い た 。 適 切 な も の を 次 の １ ～ ６ の う ち か ら 一 つ ず つ 選 び な

さ い 。

問 ６ 　 　 	 Ⅰ 	 　 　 　 問 ７ 　 　 	 Ⅱ 	 　 　 　 問 ８ 　 　 	 Ⅲ 	 　 　 　 問 ９ 　 　 	 Ⅳ 	 　 　 　 問 1
0

　 　 	 Ⅴ 	 　

１ 　 嘘 の 利 用 法 　 　 　

２ 　 日 本 に は な い 偽 史

３ 　 偽 者 を 利 用 す る 偽 史

４ 　 贋 金 と 偽 聖 遺 物

５ 　 偽 者 た ち の 群 像

６ 　 偽 文 書 だ ら け の 中 世

問 11 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の		

　 　 ① 　 　	 ～	 　 　 ⑤ 　 　	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

住 民 た ち と し て は 、 た と え 偽 物 で も よ い の で 貨 幣 が 必 要 だ っ た の で あ る 。

問 12 　 傍 線 部 Ａ 「 フ ィ ク シ ョ ン 」 の 本 文 中 で の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 嘘

２ 　 捏
ね つ ぞ う

造

３ 　 剽
ひ ょ う せ つ
窃

４ 　 虚 空

５ 　 虚 構

問 １ ～ 問 ５ 　 傍 線 部 ㋐ ～ ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ ～ ４ の う

ち か ら 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ㋐	 愚 ロ ウ 　	 　 　 １ 　 時 間 を ロ ウ 費 す る な 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ロ ウ 苦 に 報 い る べ き だ 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 ガ ス の ロ ウ 出 事 故 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 相 手 チ ー ム を 翻 ロ ウ す る

問 ２ 　 ㋑	 ド ウ 断	 　 　 １ 　 半 ド ウ 体 の 輸 出 規 制 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ド ウ 察 力 の 優 れ た 人 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 公 私 混 ド ウ す る な 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 人 口 の ド ウ 態 調 査

問 ３ 　 ㋒	 ゼ ン 次 　	 　 　 １ 　 人 口 が ゼ ン 増 す る 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ゼ ン 代 未 聞 の 不 祥 事 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 ゼ ン 良 な 市 民 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 ザ ン 新 な 発 想 だ

問 ４ 　 ㋓	 マ イ 挙 　	 　 　 １ 　 曖 マ イ な 供 述 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ２ 　 大 マ イ を 投 じ る 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ３ 　 石 油 マ イ 蔵 量 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ４ 　 鷗 外 の マ イ 姫 を 読 む

問 ５ 　 ㋔	 ハ ク 車	 　 　 １ 　 保 革 ハ ク 仲 の 政 情 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ２ 　 ハ ク 真 の 演 技 　 　 　

　 　	 	 　 　 ３ 　 ハ ク 氷 を 踏 む 思 い 　 　 　

　 　 　	 	 　 　 ４ 　 ハ ク 手 喝 采
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問 ６ ～ 問 10 　 空 欄	 　 　 Ⅰ 　 　	 ～	 　 　 Ⅴ 　 　	 に は そ れ ぞ れ そ の 後 の 文 の 内 容 を 簡 潔 に 表 す 小

題 （ 小 見 出 し ） が 入 っ て い た 。 適 切 な も の を 次 の １ ～ ６ の う ち か ら 一 つ ず つ 選 び な

さ い 。

問 ６ 　 　 	 Ⅰ 	 　 　 　 問 ７ 　 　 	 Ⅱ 	 　 　 　 問 ８ 　 　 	 Ⅲ 	 　 　 　 問 ９ 　 　 	 Ⅳ 	 　 　 　 問 1
0

　 　 	 Ⅴ 	 　

１ 　 嘘 の 利 用 法 　 　 　

２ 　 日 本 に は な い 偽 史

３ 　 偽 者 を 利 用 す る 偽 史

４ 　 贋 金 と 偽 聖 遺 物

５ 　 偽 者 た ち の 群 像

６ 　 偽 文 書 だ ら け の 中 世

問 11 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の		

　 　 ① 　 　	 ～	 　 　 ⑤ 　 　	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

住 民 た ち と し て は 、 た と え 偽 物 で も よ い の で 貨 幣 が 必 要 だ っ た の で あ る 。

問 12 　 傍 線 部 Ａ 「 フ ィ ク シ ョ ン 」 の 本 文 中 で の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 嘘

２ 　 捏
ね つ ぞ う

造

３ 　 剽
ひ ょ う せ つ
窃

４ 　 虚 空

５ 　 虚 構

問 １ ～ 問 ５ 　 傍 線 部 ㋐ ～ ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ ～ ４ の う

ち か ら 、 そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ㋐	 愚 ロ ウ 　	 　 　 １ 　 時 間 を ロ ウ 費 す る な 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ロ ウ 苦 に 報 い る べ き だ 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 ガ ス の ロ ウ 出 事 故 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 相 手 チ ー ム を 翻 ロ ウ す る

問 ２ 　 ㋑	 ド ウ 断	 　 　 １ 　 半 ド ウ 体 の 輸 出 規 制 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ド ウ 察 力 の 優 れ た 人 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 公 私 混 ド ウ す る な 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 人 口 の ド ウ 態 調 査

問 ３ 　 ㋒	 ゼ ン 次 　	 　 　 １ 　 人 口 が ゼ ン 増 す る 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ２ 　 ゼ ン 代 未 聞 の 不 祥 事 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ３ 　 ゼ ン 良 な 市 民 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　	 　 　 ４ 　 ザ ン 新 な 発 想 だ

問 ４ 　 ㋓	 マ イ 挙 　	 　 　 １ 　 曖 マ イ な 供 述 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ２ 　 大 マ イ を 投 じ る 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ３ 　 石 油 マ イ 蔵 量 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ４ 　 鷗 外 の マ イ 姫 を 読 む

問 ５ 　 ㋔	 ハ ク 車	 　 　 １ 　 保 革 ハ ク 仲 の 政 情 　 　 　

	 	 	 	 　 　 ２ 　 ハ ク 真 の 演 技 　 　 　

　 　	 	 　 　 ３ 　 ハ ク 氷 を 踏 む 思 い 　 　 　

　 　 　	 	 　 　 ４ 　 ハ ク 手 喝 采
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問 16 　 傍 線 部 Ｃ 「 や ん ご と な き 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か

ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 特 殊 な 　 　 　

２ 　 高 貴 な 　 　 　

３ 　 歴 々 た る 　 　 　

４ 　 唯 一 の 　 　 　

５ 　 架 空 の

問 17 　 空 欄	 　 　 Ｚ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ 選 び

な さ い 。

１ 　 偽 者 は 偽 史 と 訣 別 す る の で あ る 。 　 　 　

２ 　 偽 史 と 偽 者 は 全 く の 別 物 で あ る 。 　 　 　

３ 　 偽 史 は 偽 者 と 結 託 す る の で あ る 。 　 　 　

４ 　 架 空 の 偽 者 は 実 在 し た の で あ る 。 　 　 　

５ 　 偽 者 は 偽 史 を 喝 破 す る の で あ る 。 　

問 18 ～ 問 22 　 空 欄	 　 　 ａ 　 　	 ～	 　 　 ｅ 　 　	 に 入 れ る カ タ カ ナ 外 来 語 と し て 最 も 適 切 な 語 を 、

そ れ ぞ れ 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 18 　 　 	 ａ 	 　 　 　 問 1
9

　 　 	 ｂ 	 　 　 　 問 2
0

　 　 	 ｃ 	 　 　 　 問 2
1

　 　 	 ｄ 	 　 　 　 問 2
2

　 　 	 ｅ 	 　

１ 　 ダ ブ ル バ イ ン ド 　

２ 　 エ キ セ ン ト リ ッ ク

３ 　 ア プ ロ ー チ

４ 　 ナ シ ョ ナ リ ズ ム

５ 　 グ ロ ー バ ル

問 13 　 傍 線 部 Ｂ 「 そ れ ら 」 の 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち

か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 歴 史 学

２ 　 対 峙

３ 　 嘘

４ 　 フ ィ ク シ ョ ン

５ 　 嘘 や フ ィ ク シ ョ ン

問 14 　 空 欄	 　 　 Ⅹ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ 選 び

な さ い 。

１ 　 ジ ャ ン ヌ は 火 刑 に 処 せ ら れ た 　 　 　

２ 　 偽 ジ ャ ン ヌ は ジ ャ ン ヌ で は な い 　 　 　

３ 　 ジ ャ ン ヌ は 隠 し 子 だ っ た 　 　 　

４ 　 ジ ャ ン ヌ は 死 ん で い な い

５ 　 ジ ャ ン ヌ は 本 人 だ っ た

問 15 　 空 欄	 　 　 Ｙ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 四 字 熟 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ

選 び な さ い 。

１ 　 荒 唐 無 稽

２ 　 暗 中 模 索

３ 　 意 味 深 長

４ 　 半 信 半 疑

５ 　 臨 機 応 変

－ 44－



問 16 　 傍 線 部 Ｃ 「 や ん ご と な き 」 の 意 味 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か

ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 特 殊 な 　 　 　

２ 　 高 貴 な 　 　 　

３ 　 歴 々 た る 　 　 　

４ 　 唯 一 の 　 　 　

５ 　 架 空 の

問 17 　 空 欄	 　 　 Ｚ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ 選 び

な さ い 。

１ 　 偽 者 は 偽 史 と 訣 別 す る の で あ る 。 　 　 　

２ 　 偽 史 と 偽 者 は 全 く の 別 物 で あ る 。 　 　 　

３ 　 偽 史 は 偽 者 と 結 託 す る の で あ る 。 　 　 　

４ 　 架 空 の 偽 者 は 実 在 し た の で あ る 。 　 　 　

５ 　 偽 者 は 偽 史 を 喝 破 す る の で あ る 。 　

問 18 ～ 問 22 　 空 欄	 　 　 ａ 　 　	 ～	 　 　 ｅ 　 　	 に 入 れ る カ タ カ ナ 外 来 語 と し て 最 も 適 切 な 語 を 、

そ れ ぞ れ 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 18 　 　 	 ａ 	 　 　 　 問 1
9

　 　 	 ｂ 	 　 　 　 問 2
0

　 　 	 ｃ 	 　 　 　 問 2
1

　 　 	 ｄ 	 　 　 　 問 2
2

　 　 	 ｅ 	 　

１ 　 ダ ブ ル バ イ ン ド 　

２ 　 エ キ セ ン ト リ ッ ク

３ 　 ア プ ロ ー チ

４ 　 ナ シ ョ ナ リ ズ ム

５ 　 グ ロ ー バ ル

問 13 　 傍 線 部 Ｂ 「 そ れ ら 」 の 指 示 す る 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち

か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 歴 史 学

２ 　 対 峙

３ 　 嘘

４ 　 フ ィ ク シ ョ ン

５ 　 嘘 や フ ィ ク シ ョ ン

問 14 　 空 欄	 　 　 Ⅹ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ 選 び

な さ い 。

１ 　 ジ ャ ン ヌ は 火 刑 に 処 せ ら れ た 　 　 　

２ 　 偽 ジ ャ ン ヌ は ジ ャ ン ヌ で は な い 　 　 　

３ 　 ジ ャ ン ヌ は 隠 し 子 だ っ た 　 　 　

４ 　 ジ ャ ン ヌ は 死 ん で い な い

５ 　 ジ ャ ン ヌ は 本 人 だ っ た

問 15 　 空 欄	 　 　 Ｙ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 四 字 熟 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 、 一 つ

選 び な さ い 。

１ 　 荒 唐 無 稽

２ 　 暗 中 模 索

３ 　 意 味 深 長

４ 　 半 信 半 疑

５ 　 臨 機 応 変
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「 ネ ッ ト の ③ 黎 明 期 」 だ っ た と 言 え る 。	

　 　 ① 　 　	

　 　 　 Ⅰ 　 　	 、 利 用 者 や 流 通 す る デ ー タ が 増 え て く る と 、 必 要 な 情 報 を 得 る の が 難 し く な

る 。 そ の 信 頼 性 も 問 題 に な っ て く る 。 こ の よ う な 段 階 で 台 頭 し て き た の が 、 米 国 の グ ー

グ ル に 代 表 さ れ る 検 索 サ イ ト で あ る 。	

　 　 ② 　 　

　 　 　 Ⅱ 　 　	 、 情 報 発 信 を よ り 簡 単 に す る こ と で 、 誰 も が 情 報 の 送 り 手 に な れ る よ う な 仕

組 み の 開 発 も 進 む 。	

　 　 ③ 　 　

　 こ の よ う な ネ ッ ト の	 　 　 Ｘ 　 　	 の 段 階 を 「 Ｗ ｅ ｂ ２ ・ ０ 」 と 呼 ぶ 。 こ れ は ２ ０ ０ ０ 年 代

半 ば に 一 般 化 し た 用 語 だ が 、 こ の 頃 か ら 「 Ｇ Ａ Ｆ Ａ 」 な ど の Ｉ Ｔ 企 業 が 、	

　 　 ｄ 　 　	 な

サ ー ビ ス を 広 く 提 供 す る よ う に な っ て い く 。	

　 　 ④ 　 　

　 だ が
④ 寡 占 が 進 ん だ 結 果 、 一 部 の 企 業 が 運 営 す る シ ス テ ム に 多 く の 人 々 が 依 存 す る よ

う に な っ た 。 こ れ は 便 利 で	

　 　 ｅ 　 　	 な 面 も あ る が 、 同 時 に 、 色 々 な 力 が 巨 大 Ｉ Ｔ 企 業 に

集 中 す る よ う に な っ た こ と を 意 味 す る 。	

　 　 ⑤ 　 　

　 　 　 Ⅲ 　 　	 、 現 在 の ネ ッ ト の サ ー ビ ス の 多 く は 、 運 営 者 が シ ス テ ム を 構 築 し 、 ユ ー ザ ー

が 加 入 す る と い う 形 を 取 る 。 だ が こ の 仕 組 み は 一 般 に 、 デ ー タ の 権 利 に つ い て の	

　 　 Ｙ 　 　	

が な い 。 ユ ー ザ ー 側 の 供 出 す る 情 報 は 、 Ｉ Ｔ 企 業 に 蓄 積 さ れ る 一 方 な の だ 。

　 ま た Ｗ ｅ ｂ ２ ・ ０ は 、 そ の 収 益 の 多 く を 「 広 告 」 に 依 存 す る こ と に な っ た 。 そ の 結 果 、

コ ン テ ン ツ は 常 に 人 々 の 時 間 を 占 有 し 、 注 目 を 集 め 続 け る 方 向 に ば か り 進 化 し て い っ

た 。 近 年 し ば し ば ネ ッ ト で 「 炎 上 」 が 問 題 に な る の も 、 無 関 係 で は な い 。

　 こ う し て ネ ッ ト 空 間 の 姿 は 、 一 部 の 企 業 群 に と っ て 都 合 の 良 い 方 向 へ と 、 変 容 し 始 め

た の で あ る 。

　 こ の 状 況 に 対 し て 、 Ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ 時 代 の よ う な 自 由 な ネ ッ ト 空 間 を 取 り 戻 し た い と 考

え る 人 た ち が 現 れ て き た 。 そ の 流 れ の 中 で 誕 生 し 、 発 展 し た の が 、 仮 想 通 貨 や Ｎ Ｆ Ｔ

（ ⑤ 非 代 替 性 ト ー ク ン ） な ど を 支 え る 「 ブ ロ ッ ク チ ェ ー ン （ Ｂ Ｃ ） 」 技 術 で あ る 。

　 ビ ッ ト コ イ ン に 代 表 さ れ る 仮 想 通 貨 な ど は 、 今 も 投 機 の イ メ ー ジ で 捉 え る 人 が 多 い よ

う だ 。 だ が そ の 本 質 は 「 自 律 分 散 」 に こ そ あ る 。 こ の 技 術 を 使 う と 、 特 定 の 運 営 者 な し

に 、 つ ま り 「 中 心 な し 」 で 、 様 々 な サ ー ビ ス の 提 供 ・ 利 用 が 可 能 に な る の だ 。 こ の 新 た な

イ ン タ ー ネ ッ ト の 段 階 を 、 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 と 呼 ぶ 。

　 　 　 Ⅳ 　 　	 、 「 仮 想 通 貨 も Ｆ Ｔ Ｘ な ど の 企 業 が 運 営 し て い る の だ か ら 、 昔 と 同 じ で は な

い か 」 と 感 じ た 方 も い る か も し れ な い 。 だ が Ｆ Ｔ Ｘ な ど の 企 業 は 結 局 、 法 定 通 貨 と 仮 想

通 貨 の 交 換 業 者 に 過 ぎ な い 。 た と え ば ビ ッ ト コ イ ン そ の も の は ネ ッ ト 上 で 自 律 的 に 動 く

プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 中 心 と な る 運 営 主 体 は 存 在 し な い の だ 。

問 23 　 本 文 の 内 容 に 最 も 合 う も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 「 嘘 」 が 「 真 」 以 上 に 社 会 に イ ン パ ク ト を 与 え 、 真 相 が 見 え て く る こ と な ど あ

り え な い 。

２ 　 一 生 お な じ 村 で 暮 ら す こ と が 多 か っ た 時 代 は 、 顔 認 知 能 力 が 高 か っ た 可 能 性 が

あ る 。

３ 　 偽 物 で は な く 「 本 物 」 だ か ら こ そ 御 利 益 が あ る と 思 う の は 、 誤 っ た 錯 覚 で し か

な い 。

４ 　 偽 者 や 偽 物 を や み く も に 否 定 せ ず 、 「 偽 」 だ と 暴 い た 上 で な ら ば 活 用 す る 道 は

あ る の だ 。

５ 　 歴 史 学 者 は 、 偽 史 や 偽 者 を 排 除 し て 、 歴 史 を 修 正 す る こ と を 目 指 さ な く て は な

ら な い 。

	 二		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　
（ 注 １ ）
昨 年 秋 、 米 国 大 手 Ｓ Ｎ Ｓ の ツ イ ッ タ ー 社 が 、 電 気 自 動 車 の テ ス ラ を 率 い る イ ー ロ

ン ・ マ ス ク 氏 の 手 に 渡 っ た 。 混 乱 は ま だ 続 い て い る よ う だ 。 ま た 同 じ 頃 、 仮 想 通 貨 （ 暗

号 資 産 ） 交 換 業 大 手 Ｆ Ｔ Ｘ ト レ ー デ ィ ン グ が 、 兆 円 単 位 の 負 債 と と も に ① 破 綻 し た 。

　 Ｓ Ｎ Ｓ も 仮 想 通 貨 も 、 近 年 の Ｉ Ｔ や ネ ッ ト ワ ー ク の 発 展 を
② 牽 引 し て き た だ け に 、 世

界 中 が 驚 い た 。

　 一 方 で 、 最 近 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 と い う 言 葉 も よ く 見 聞 き す る よ う に な っ た 。 字 面 か ら

は 、 ウ ェ ブ に 関 す る 新 技 術 の よ う に も 見 え る が 、 そ う い う こ と で は な い 。 こ こ で 言 う 「 Ｗ

ｅ ｂ 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 全 体 を 象 徴 す る ワ ー ド と 考 え る べ き だ 。 そ こ か ら 見 え て く る 新

し い 世 界 は 、 む し ろ 「	

　 　 ａ 　 　	 」 と い う 言 葉 が 似 つ か わ し い 。

　 そ こ で
（ 注 ２ ）
今 月 は 、 こ の Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ を 手 が か り に 、 ネ ッ ト 社 会 の 近 未 来 を 若 干 展 望 し

て み た い 。

　 　 　 ｂ 　 　	 に 見 れ ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト は １ ９ ９ ５ 年 頃 か ら 普 及 し た 。 こ の 時 期 が 、 言 わ

ば 「 Ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ 」 の 段 階 で あ る 。 低 コ ス ト で 情 報 発 信 が 可 能 に な っ た こ と 、 そ し て 様 々

な 情 報 を 誰 も が ほ ぼ 無 料 で 得 ら れ る よ う に な っ た こ と は 、 ま さ に 画 期 的 で あ っ た 。 ま た こ

の 頃 は 、 良 い 意 味 で も 悪 い 意 味 で も 、 ネ ッ ト 空 間 は 自 由 だ っ た 。 あ る 種 、	

　 　 ｃ 　 　	 な
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「 ネ ッ ト の ③ 黎 明 期 」 だ っ た と 言 え る 。	

　 　 ① 　 　	
　 　 　 Ⅰ 　 　	 、 利 用 者 や 流 通 す る デ ー タ が 増 え て く る と 、 必 要 な 情 報 を 得 る の が 難 し く な

る 。 そ の 信 頼 性 も 問 題 に な っ て く る 。 こ の よ う な 段 階 で 台 頭 し て き た の が 、 米 国 の グ ー

グ ル に 代 表 さ れ る 検 索 サ イ ト で あ る 。	

　 　 ② 　 　

　 　 　 Ⅱ 　 　	 、 情 報 発 信 を よ り 簡 単 に す る こ と で 、 誰 も が 情 報 の 送 り 手 に な れ る よ う な 仕

組 み の 開 発 も 進 む 。	

　 　 ③ 　 　

　 こ の よ う な ネ ッ ト の	 　 　 Ｘ 　 　	 の 段 階 を 「 Ｗ ｅ ｂ ２ ・ ０ 」 と 呼 ぶ 。 こ れ は ２ ０ ０ ０ 年 代

半 ば に 一 般 化 し た 用 語 だ が 、 こ の 頃 か ら 「 Ｇ Ａ Ｆ Ａ 」 な ど の Ｉ Ｔ 企 業 が 、	

　 　 ｄ 　 　	 な

サ ー ビ ス を 広 く 提 供 す る よ う に な っ て い く 。	

　 　 ④ 　 　

　 だ が
④ 寡 占 が 進 ん だ 結 果 、 一 部 の 企 業 が 運 営 す る シ ス テ ム に 多 く の 人 々 が 依 存 す る よ

う に な っ た 。 こ れ は 便 利 で	

　 　 ｅ 　 　	 な 面 も あ る が 、 同 時 に 、 色 々 な 力 が 巨 大 Ｉ Ｔ 企 業 に

集 中 す る よ う に な っ た こ と を 意 味 す る 。	

　 　 ⑤ 　 　

　 　 　 Ⅲ 　 　	 、 現 在 の ネ ッ ト の サ ー ビ ス の 多 く は 、 運 営 者 が シ ス テ ム を 構 築 し 、 ユ ー ザ ー

が 加 入 す る と い う 形 を 取 る 。 だ が こ の 仕 組 み は 一 般 に 、 デ ー タ の 権 利 に つ い て の	

　 　 Ｙ 　 　	

が な い 。 ユ ー ザ ー 側 の 供 出 す る 情 報 は 、 Ｉ Ｔ 企 業 に 蓄 積 さ れ る 一 方 な の だ 。

　 ま た Ｗ ｅ ｂ ２ ・ ０ は 、 そ の 収 益 の 多 く を 「 広 告 」 に 依 存 す る こ と に な っ た 。 そ の 結 果 、

コ ン テ ン ツ は 常 に 人 々 の 時 間 を 占 有 し 、 注 目 を 集 め 続 け る 方 向 に ば か り 進 化 し て い っ

た 。 近 年 し ば し ば ネ ッ ト で 「 炎 上 」 が 問 題 に な る の も 、 無 関 係 で は な い 。

　 こ う し て ネ ッ ト 空 間 の 姿 は 、 一 部 の 企 業 群 に と っ て 都 合 の 良 い 方 向 へ と 、 変 容 し 始 め

た の で あ る 。

　 こ の 状 況 に 対 し て 、 Ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ 時 代 の よ う な 自 由 な ネ ッ ト 空 間 を 取 り 戻 し た い と 考

え る 人 た ち が 現 れ て き た 。 そ の 流 れ の 中 で 誕 生 し 、 発 展 し た の が 、 仮 想 通 貨 や Ｎ Ｆ Ｔ

（ ⑤ 非 代 替 性 ト ー ク ン ） な ど を 支 え る 「 ブ ロ ッ ク チ ェ ー ン （ Ｂ Ｃ ） 」 技 術 で あ る 。

　 ビ ッ ト コ イ ン に 代 表 さ れ る 仮 想 通 貨 な ど は 、 今 も 投 機 の イ メ ー ジ で 捉 え る 人 が 多 い よ

う だ 。 だ が そ の 本 質 は 「 自 律 分 散 」 に こ そ あ る 。 こ の 技 術 を 使 う と 、 特 定 の 運 営 者 な し

に 、 つ ま り 「 中 心 な し 」 で 、 様 々 な サ ー ビ ス の 提 供 ・ 利 用 が 可 能 に な る の だ 。 こ の 新 た な

イ ン タ ー ネ ッ ト の 段 階 を 、 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 と 呼 ぶ 。

　 　 　 Ⅳ 　 　	 、 「 仮 想 通 貨 も Ｆ Ｔ Ｘ な ど の 企 業 が 運 営 し て い る の だ か ら 、 昔 と 同 じ で は な

い か 」 と 感 じ た 方 も い る か も し れ な い 。 だ が Ｆ Ｔ Ｘ な ど の 企 業 は 結 局 、 法 定 通 貨 と 仮 想

通 貨 の 交 換 業 者 に 過 ぎ な い 。 た と え ば ビ ッ ト コ イ ン そ の も の は ネ ッ ト 上 で 自 律 的 に 動 く

プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 中 心 と な る 運 営 主 体 は 存 在 し な い の だ 。

問 23 　 本 文 の 内 容 に 最 も 合 う も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 「 嘘 」 が 「 真 」 以 上 に 社 会 に イ ン パ ク ト を 与 え 、 真 相 が 見 え て く る こ と な ど あ

り え な い 。

２ 　 一 生 お な じ 村 で 暮 ら す こ と が 多 か っ た 時 代 は 、 顔 認 知 能 力 が 高 か っ た 可 能 性 が

あ る 。

３ 　 偽 物 で は な く 「 本 物 」 だ か ら こ そ 御 利 益 が あ る と 思 う の は 、 誤 っ た 錯 覚 で し か

な い 。

４ 　 偽 者 や 偽 物 を や み く も に 否 定 せ ず 、 「 偽 」 だ と 暴 い た 上 で な ら ば 活 用 す る 道 は

あ る の だ 。

５ 　 歴 史 学 者 は 、 偽 史 や 偽 者 を 排 除 し て 、 歴 史 を 修 正 す る こ と を 目 指 さ な く て は な

ら な い 。

	 二		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　
（ 注 １ ）
昨 年 秋 、 米 国 大 手 Ｓ Ｎ Ｓ の ツ イ ッ タ ー 社 が 、 電 気 自 動 車 の テ ス ラ を 率 い る イ ー ロ

ン ・ マ ス ク 氏 の 手 に 渡 っ た 。 混 乱 は ま だ 続 い て い る よ う だ 。 ま た 同 じ 頃 、 仮 想 通 貨 （ 暗

号 資 産 ） 交 換 業 大 手 Ｆ Ｔ Ｘ ト レ ー デ ィ ン グ が 、 兆 円 単 位 の 負 債 と と も に ① 破 綻 し た 。

　 Ｓ Ｎ Ｓ も 仮 想 通 貨 も 、 近 年 の Ｉ Ｔ や ネ ッ ト ワ ー ク の 発 展 を
② 牽 引 し て き た だ け に 、 世

界 中 が 驚 い た 。

　 一 方 で 、 最 近 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 と い う 言 葉 も よ く 見 聞 き す る よ う に な っ た 。 字 面 か ら

は 、 ウ ェ ブ に 関 す る 新 技 術 の よ う に も 見 え る が 、 そ う い う こ と で は な い 。 こ こ で 言 う 「 Ｗ

ｅ ｂ 」 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 全 体 を 象 徴 す る ワ ー ド と 考 え る べ き だ 。 そ こ か ら 見 え て く る 新

し い 世 界 は 、 む し ろ 「	

　 　 ａ 　 　	 」 と い う 言 葉 が 似 つ か わ し い 。

　 そ こ で
（ 注 ２ ）
今 月 は 、 こ の Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ を 手 が か り に 、 ネ ッ ト 社 会 の 近 未 来 を 若 干 展 望 し

て み た い 。

　 　 　 ｂ 　 　	 に 見 れ ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト は １ ９ ９ ５ 年 頃 か ら 普 及 し た 。 こ の 時 期 が 、 言 わ

ば 「 Ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ 」 の 段 階 で あ る 。 低 コ ス ト で 情 報 発 信 が 可 能 に な っ た こ と 、 そ し て 様 々

な 情 報 を 誰 も が ほ ぼ 無 料 で 得 ら れ る よ う に な っ た こ と は 、 ま さ に 画 期 的 で あ っ た 。 ま た こ

の 頃 は 、 良 い 意 味 で も 悪 い 意 味 で も 、 ネ ッ ト 空 間 は 自 由 だ っ た 。 あ る 種 、	

　 　 ｃ 　 　	 な
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問 25 ～ 問 29 　 空 欄	 　 　 ａ 　 　	 ～	 　 　 ｅ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う

ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 25 　 　 	 ａ 	 　 　 　 問 2
6

　 　 	 ｂ 	 　 　 　 問 2
7

　 　 	 ｃ 	 　 　 　 問 2
8

　 　 	 ｄ 	 　 　 　 問 2
9

　 　 	 ｅ 	 　

１ 　 効 率 的 　

２ 　 基 盤 的

３ 　 歴 史 的

４ 　 革 命 的

５ 　 牧 歌 的

問 30 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の	

　 　 ① 　 　	 ～	 　 　 ⑤ 　 　	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。	

こ れ が 、 冒 頭 で 触 れ た ツ イ ッ タ ー や 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク な ど の Ｓ Ｎ Ｓ だ 。

問 31 　 空 欄	 　 　 Ⅰ 　 　	 ～	 　 　 Ⅴ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ ～ ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 Ⅰ 　 同 時 に 　	 　 Ⅱ 　 し か し 　	 　 Ⅲ 　 た と え ば 　	 Ⅳ 　 そ も そ も	 　 Ⅴ 　 こ こ で

２ 　 Ⅰ 　 た と え ば	 　 Ⅱ 　 こ こ で 　	 　 Ⅲ 　 そ も そ も	 　 Ⅳ 　 同 時 に 　	 　 Ⅴ 　 し か し

３ 　 Ⅰ 　 こ こ で 　	 　 Ⅱ 　 そ も そ も	 　 Ⅲ 　 同 時 に 　	 　 Ⅳ 　 し か し 　	 　 Ⅴ 　 た と え ば

４ 　 Ⅰ 　 そ も そ も	 　 Ⅱ 　 し か し 　	 　 Ⅲ 　 こ こ で 　	 　 Ⅳ 　 た と え ば	 　 Ⅴ 　 同 時 に

５ 　 Ⅰ 　 し か し 　	 　 Ⅱ 　 同 時 に 　	 　 Ⅲ 　 た と え ば 　	 Ⅳ 　 こ こ で 　	 　 Ⅴ 　 そ も そ も

　 　 　 Ⅴ 　 　	 仮 想 通 貨 の 凄
す ご

い と こ ろ は 、 政 府 と 独 立 に 自 律 的 に 通 貨 を 維 持 ・ 管 理 す る 技 術

が 生 ま れ た と い う 点 に あ る 。 そ の 意 味 で 、 私 た ち は ま だ 、 仮 想 通 貨 の 可 能 性 の 入 り 口 に

立 っ た ば か り な の か も し れ な い 。

　 Ｂ Ｃ 技 術 を 使 え ば さ ら に 、 企 業 活 動 自 体 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 分 散 的 ・ 自 動 的 に 運 営 す

る こ と も 可 能 に な る 。 す で に 、 具 体 的 な プ ロ ジ ェ ク ト は 世 界 中 で 多 数 動 い て お り 、 日 々

進 化 を 続 け て い る 。 こ れ は 要 す る に 、 特 定 の 誰 か に 権 限 が 集 中 す る こ と な く 、 組 織 を 運

営 す る 仕 組 み な の だ 。

　 日 本 の 政 財 界 な ど に も 、 期 待 を 抱 い て い る 人 は 少 な く な い よ う だ 。 実 際 、 昨 年 秋 の 首

相 の 所 信 表 明 演 説 に も 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 の 語 が 登 場 し た 。 も っ と も 、 こ の 技 術 の 持 つ 反 ・

中 央 集 権 的 性 格 を 正 確 に 理 解 し て い る 人 は 、 ま だ 多 く な い よ う に 見 え る 。

　 こ れ が 本 格 的 に 動 き 出 し た な ら ば 、 経 済 活 動 へ の 影 響 は も ち ろ ん の こ と 、 人 々 の 働 き

方 、 組 織 や 共 同 体 の あ り 方 な ど 、 社 会 へ の イ ン パ ク ト は と て も 大 き な も の に な る だ ろ

う 。 そ れ ゆ え に 、 国 に よ っ て は 途 中 で 反 発 の 動 き が 現 れ て 規 制 が 強 ま り 、 縮 小 し て い く

可 能 性 も 否 定 は で き な い 。

　 こ の よ う に Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ は 、 単 な る 技 術 の 名 称 な ど で は な い 。 そ の 本 質 は 、 あ る 種 の 社

会 運 動 と 捉 え る べ き だ ろ う 。 今 は 分 岐 点 な の か も し れ な い 。 Ａ 冒 頭 で 触 れ た 二 つ の 出 来

事 も 、 新 た な ス テ ー ジ に 向 か う 産 み の 苦 し み か 、 あ る い は 衰 退 へ の 序 曲 か 。

　 い ず れ に せ よ 、 技 術 は 人 間 の た め に あ る 。 私 た ち は 、 ど ん な 技 術 で ど ん な 未 来 の 社 会

を 作 り た い の か 。 こ の こ と を 、 改 め て 問 い 直 し た い 。

	 （ 神 呈 達 博 『 朝 日 新 聞 』 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ か ら 見 え る 世 界 」 ）

　 （ 注 １ ） ２ ０ ２ ２ 年

　 （ 注 ２ ） １ 月

問 24 　 傍 線 部 １ ～ ５ の 読 み と し て 間 違 っ て い る も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 破
は じ ょ う
綻 　 　 　 ２ 　 牽
け ん い ん
引 　 　 　 ３ 　 黎
れ い め い き

明 期 　 　 　 ４ 　 寡
か せ ん
占 　 　 　 ５ 　 非
ひ だ い た い せ い

代 替 性
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問 25 ～ 問 29 　 空 欄	 　 　 ａ 　 　	 ～	 　 　 ｅ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う

ち か ら そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 25 　 　 	 ａ 	 　 　 　 問 2
6

　 　 	 ｂ 	 　 　 　 問 2
7

　 　 	 ｃ 	 　 　 　 問 2
8

　 　 	 ｄ 	 　 　 　 問 2
9

　 　 	 ｅ 	 　

１ 　 効 率 的 　

２ 　 基 盤 的

３ 　 歴 史 的

４ 　 革 命 的

５ 　 牧 歌 的

問 30 　 次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の	

　 　 ① 　 　	 ～	 　 　 ⑤ 　 　	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。	

こ れ が 、 冒 頭 で 触 れ た ツ イ ッ タ ー や 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク な ど の Ｓ Ｎ Ｓ だ 。

問 31 　 空 欄	 　 　 Ⅰ 　 　	 ～	 　 　 Ⅴ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 の 組 み 合 わ せ を 、 次 の １ ～ ５

の う ち か ら 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 Ⅰ 　 同 時 に 　	 　 Ⅱ 　 し か し 　	 　 Ⅲ 　 た と え ば 　	 Ⅳ 　 そ も そ も	 　 Ⅴ 　 こ こ で

２ 　 Ⅰ 　 た と え ば	 　 Ⅱ 　 こ こ で 　	 　 Ⅲ 　 そ も そ も	 　 Ⅳ 　 同 時 に 　	 　 Ⅴ 　 し か し

３ 　 Ⅰ 　 こ こ で 　	 　 Ⅱ 　 そ も そ も	 　 Ⅲ 　 同 時 に 　	 　 Ⅳ 　 し か し 　	 　 Ⅴ 　 た と え ば

４ 　 Ⅰ 　 そ も そ も	 　 Ⅱ 　 し か し 　	 　 Ⅲ 　 こ こ で 　	 　 Ⅳ 　 た と え ば	 　 Ⅴ 　 同 時 に

５ 　 Ⅰ 　 し か し 　	 　 Ⅱ 　 同 時 に 　	 　 Ⅲ 　 た と え ば 　	 Ⅳ 　 こ こ で 　	 　 Ⅴ 　 そ も そ も

　 　 　 Ⅴ 　 　	 仮 想 通 貨 の 凄
す ご

い と こ ろ は 、 政 府 と 独 立 に 自 律 的 に 通 貨 を 維 持 ・ 管 理 す る 技 術

が 生 ま れ た と い う 点 に あ る 。 そ の 意 味 で 、 私 た ち は ま だ 、 仮 想 通 貨 の 可 能 性 の 入 り 口 に

立 っ た ば か り な の か も し れ な い 。

　 Ｂ Ｃ 技 術 を 使 え ば さ ら に 、 企 業 活 動 自 体 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 分 散 的 ・ 自 動 的 に 運 営 す

る こ と も 可 能 に な る 。 す で に 、 具 体 的 な プ ロ ジ ェ ク ト は 世 界 中 で 多 数 動 い て お り 、 日 々

進 化 を 続 け て い る 。 こ れ は 要 す る に 、 特 定 の 誰 か に 権 限 が 集 中 す る こ と な く 、 組 織 を 運

営 す る 仕 組 み な の だ 。

　 日 本 の 政 財 界 な ど に も 、 期 待 を 抱 い て い る 人 は 少 な く な い よ う だ 。 実 際 、 昨 年 秋 の 首

相 の 所 信 表 明 演 説 に も 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ 」 の 語 が 登 場 し た 。 も っ と も 、 こ の 技 術 の 持 つ 反 ・

中 央 集 権 的 性 格 を 正 確 に 理 解 し て い る 人 は 、 ま だ 多 く な い よ う に 見 え る 。

　 こ れ が 本 格 的 に 動 き 出 し た な ら ば 、 経 済 活 動 へ の 影 響 は も ち ろ ん の こ と 、 人 々 の 働 き

方 、 組 織 や 共 同 体 の あ り 方 な ど 、 社 会 へ の イ ン パ ク ト は と て も 大 き な も の に な る だ ろ

う 。 そ れ ゆ え に 、 国 に よ っ て は 途 中 で 反 発 の 動 き が 現 れ て 規 制 が 強 ま り 、 縮 小 し て い く

可 能 性 も 否 定 は で き な い 。

　 こ の よ う に Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ は 、 単 な る 技 術 の 名 称 な ど で は な い 。 そ の 本 質 は 、 あ る 種 の 社

会 運 動 と 捉 え る べ き だ ろ う 。 今 は 分 岐 点 な の か も し れ な い 。 Ａ 冒 頭 で 触 れ た 二 つ の 出 来

事 も 、 新 た な ス テ ー ジ に 向 か う 産 み の 苦 し み か 、 あ る い は 衰 退 へ の 序 曲 か 。

　 い ず れ に せ よ 、 技 術 は 人 間 の た め に あ る 。 私 た ち は 、 ど ん な 技 術 で ど ん な 未 来 の 社 会

を 作 り た い の か 。 こ の こ と を 、 改 め て 問 い 直 し た い 。

	 （ 神 呈 達 博 『 朝 日 新 聞 』 「 Ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ か ら 見 え る 世 界 」 ）

　 （ 注 １ ） ２ ０ ２ ２ 年

　 （ 注 ２ ） １ 月

問 24 　 傍 線 部 １ ～ ５ の 読 み と し て 間 違 っ て い る も の を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 破
は じ ょ う
綻 　 　 　 ２ 　 牽
け ん い ん
引 　 　 　 ３ 　 黎
れ い め い き

明 期 　 　 　 ４ 　 寡
か せ ん
占 　 　 　 ５ 　 非
ひ だ い た い せ い

代 替 性
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問 32 　 空 欄	 　 　 Ⅹ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な	
さ い 。

１ 　 利 益 分 散 　

２ 　 双 方 向 化 　 　 　

３ 　 二 律 背 反 　 　 　

４ 　 偏 方 向 性 　 　 　

５ 　 相 方 向 化

問 33 　 空 欄	 　 　 Ｙ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な	

さ い 。

１ 　 対 償 律 　 　 　

２ 　 対 象 者 　 　 　

３ 　 対 照 率 　 　 　

４ 　 対 称 性

５ 　 対 症 法

問 34 　 傍 線 部 Ａ の 指 示 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ が よ く 理 解 さ れ ず 、 ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ と 誤 解 さ れ て 広 ま っ て し ま っ た 社

会 現 象 。

２ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 し た 出 来 事 と 、 そ の ネ ガ テ ィ ブ な 面 が 顕 在 化 し て き た 現

在 の 状 況 。

３ 　 Ｓ Ｎ Ｓ の ツ イ ッ タ ー 社 が 他 者 の 手 に 渡 っ た 例 と 、 Ｆ Ｔ Ｘ ト レ ー デ ィ ン グ が 破 綻

し た 例 。

４ 　 ネ ッ ト 空 間 が 一 部 の 企 業 に 占 有 さ れ て き た 出 来 事 と 、 そ れ に 異 を 唱 え る 人 々 の 出

現 現 象 。

５ 　 仮 想 通 貨 が 一 般 化 し て 来 た 社 会 現 象 と 、 政 府 が そ れ を 規 制 し よ う と し て い る 出 来

事 。
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問 32 　 空 欄	 　 　 Ⅹ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な	

さ い 。

１ 　 利 益 分 散 　

２ 　 双 方 向 化 　 　 　

３ 　 二 律 背 反 　 　 　

４ 　 偏 方 向 性 　 　 　

５ 　 相 方 向 化

問 33 　 空 欄	 　 　 Ｙ 　 　	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な	

さ い 。

１ 　 対 償 律 　 　 　

２ 　 対 象 者 　 　 　

３ 　 対 照 率 　 　 　

４ 　 対 称 性

５ 　 対 症 法

問 34 　 傍 線 部 Ａ の 指 示 内 容 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の １ ～ ５ の う ち か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

１ 　 ｗ ｅ ｂ ３ ・ ０ が よ く 理 解 さ れ ず 、 ｗ ｅ ｂ １ ・ ０ と 誤 解 さ れ て 広 ま っ て し ま っ た 社

会 現 象 。

２ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト が 普 及 し た 出 来 事 と 、 そ の ネ ガ テ ィ ブ な 面 が 顕 在 化 し て き た 現

在 の 状 況 。

３ 　 Ｓ Ｎ Ｓ の ツ イ ッ タ ー 社 が 他 者 の 手 に 渡 っ た 例 と 、 Ｆ Ｔ Ｘ ト レ ー デ ィ ン グ が 破 綻

し た 例 。

４ 　 ネ ッ ト 空 間 が 一 部 の 企 業 に 占 有 さ れ て き た 出 来 事 と 、 そ れ に 異 を 唱 え る 人 々 の 出

現 現 象 。

５ 　 仮 想 通 貨 が 一 般 化 し て 来 た 社 会 現 象 と 、 政 府 が そ れ を 規 制 し よ う と し て い る 出 来

事 。








